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瑞 宝 双 光 章

いきいきとやま 第29回 健康と長寿の祭典
富山県知事厚生部門功労表彰

富山県教育功労者等表彰 優良社会教育機関

富山県知事感謝状

瑞 宝 単 光 章

富山県功労表彰

富山県教育功労者等表彰 優良社会教育団体

全国民生委員児童委員連合会 会長表彰

寺田　憲和 さん（月山）
　魚津、富山の両教育事務所長
を経て、魚津市立西部中学校長
時代に県小中学校長協会長を務
め、地域教育の発展に尽力され
ました。

水島　光代 さん（弥生町）
　永年にわたり母子保健推進員
として、乳児をもつ家庭へ訪問
し、各種健診等の案内、母乳育
児を推進する等、町の母子保健
の向上に貢献されました。

笹川公民館
（折谷隆三館長：左）

　昭和29年の開設以来、地
域活性化の中核施設として、
地域の環境保全に向けた取
り組みを行い、社会教育の
振興に寄与しました。

川合　俊雄 さん（平柳１区）
　多年にわたり、民生委員児童
委員として、地域における社会
福祉の増進に多大な貢献をされ
ました。

本田　齊 さん（殿町）
　37年あまり消防団員として
地域消防防災活動に尽くされ、
朝日町消防団の副団長、富山県
消防協会評議員を歴任されまし
た。

廣田　隆夫 さん（草野）
　昭和40年以来51年間にわた
り、朝日岳方面山岳遭難対策協
議会山岳救助隊長等として、遭
難者の捜索救助活動や遭難事故
の未然防止に尽くされました。

さみさと小学校PTA
（扇谷英木会長）

　平成６年の設立以来、家庭・
学校・地域と連携したPTA活動
を積極的に展開し、青少年の健
全育成と社会教育の振興に寄与
しました。

（左から）
永年勤続民生委員・児童委員功労表彰
佐田 みどり さん（宮崎）
永年勤続民生委員・児童委員表彰
柚木　恒志 さん（幸町）

　多年にわたり民生委員児童委員協議会
の運営に尽力され、地域における社会福
祉の増進に多大な貢献をされました。

功績をたたえて



● あなたとまちのコミュニケーション情報紙 ●

3

富山県環境部門
県土美化分野緑花功労表彰

中島　榮子 さん（沼保）
　平成８年にグリーンキーパーに就任し、地域の
花壇づくりに尽力されました。多くの地域施設花
壇の花植えや維持管理、緑化指導も行うなど、地
域の緑化普及に貢献されました。

富山県花と緑の祭典2016
第44回 花と緑の大会

 優秀賞
種まき 水やり 草むしり ぼくが緑の お父さん
� さみさと小学校　５年　長井　利樹 くん

 優良賞
はながわらって 木がうたう 
わたしのまちは みんな なかよし
� さみさと小学校　１年　島田　絢香 さん

 佳　作
あさがおに かかるシャワー にじのはし
� あさひ野小学校　１年　坂本　響亮 くん

いっぱいさかそう 花とみどりと こころの花
� さみさと小学校　２年　山﨑　悠人 くん

花と緑の標語

花と緑のポスター原画
 佳　作

朝日中学校　３年
永口　和　さん

さみさと小学校　４年
仙名　アムリ　さん

さみさと小学校　２年
飯田　鷹臣　くん

さみさと小学校　１年
松本　麗子　さん
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朝
日
町
消
防
団
の
秋
季
訓
練
が
10

月
30
日（
日
）、
町
内
一
円
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
訓
練
は
、
消
防
団
員
相
互
の

連
携
、
士
気
の
高
揚
、
消
防
技
術
の

向
上
を
図
る
と
共
に
、
町
民
の
防
火

防
災
に
対
す
る
啓
蒙
を
目
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、
観
閲
、
機
械
器
具
点

検
、
町
内
全
域
の
防
火
広
報
を
兼
ね

て
巡
回
、
２
地
区
（
笹
川
地
区
、
大

家
庄
地
区
三
枚
橋
地
内
）
で
火
災
を

想
定
し
た
放
水
訓
練
お
よ
び
Ｊ
Ａ
み

な
穂
農
協
あ
さ
ひ
支
店
前
で
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
終
了
後
、
感
謝
状
お
よ
び
優

良
消
防
団
員
等
に
表
彰
状
の
贈
呈
、

併
せ
て
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証

が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
表
彰
、
交
付
さ
れ
た
の
は
、
次
の

方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

【
富
山
県
知
事
現
場
表
彰
】

川
合
純
次
（
第
１
分
団
班
長
）、
初

田
竜
也
（
第
１
分
団
団
員
）、
山
崎
修

二
（
第
２
分
団
班
長
）、
谷
英
明
（
第

３
分
団
班
長
）、
佐
渡
洋
一
朗
（
第
４

分
団
団
員
）、
佃
恵
志
（
第
５
分
団

班
長
）、
佐
渡
太
（
第
６
分
団
班
長
）、

竹
谷
俊
範
（
第
６
分
団
団
員
）

【
朝
日
町
消
防
団
長
表
彰
】

山
田
一
人
（
第
１
分
団
団
員
）、
大

久
保
光
太
（
第
２
分
団
団
員
）、
森

川
亮
（
第
２
分
団
団
員
）、
坂
藤
友

和
（
第
３
分
団
団
員
）、
越
坂
信
彦

（
第
４
分
団
団
員
）、
折
戸
孝
圭
（
第

４
分
団
団
員
）、
畑
隆
志
（
第
４
分

団
団
員
）、
葊
田
達
朗
（
第
４
分
団

団
員
）、
脇
山
考
史
（
第
５
分
団
団

員
）、
八
木
佑
治（
第
５
分
団
団
員
）、

柚
木
栄
市
（
第
５
分
団
団
員
）、
大

濱
清
裕
（
第
６
分
団
団
員
）

【
町
長
感
謝
状
・
永
年
勤
続
退
団
者

感
謝
状
】

上
村
裕
一
（
元
第
１
分
団
分
団

長
）、
安
達
政
昭
（
元
第
１
分
団
部

長
）、
九
里
一
浩
（
元
第
１
分
団
班

長
）、
澤
田
孝
樹
（
元
第
２
分
団
班

長
）、
藤
田
康
行
（
元
第
２
分
団
団

員
）、
髙
田
昭
人
（
元
第
２
分
団
団

員
）、
宇
田
和
弘
（
元
第
３
分
団
団

員
）、
越
間
勇
二
（
元
第
４
分
団
団

員
）、
大
谷
幸
雄
（
元
第
５
分
団
副

分
団
長
）、
泉
伸
生
（
元
第
５
分
団

班
長
）、
水
島
邦
彦
（
元
第
６
分
団

副
分
団
長
）

【
消
防
団
協
力
事
業
所
表
示
証
交
付
】

株
式
会
社　
渡
辺
功
機

代
表
取
締
役　
渡
辺　
功

　10月29、30日に富山県教育文化会館にて
開催された「第59回富山県高等学校演劇研究
発表大会」において、泊高校舞台芸術部演劇
部門が見事に最優秀賞に輝きました。これは、
平成元年以来、27年ぶりの快挙となります。
　同時に、12月23〜26日に、三重県総合文
化センターで開催される、「第69回中部日本
高等学校演劇大会」に出場することが決定し
ました。

　泊高校舞台芸術部演劇部門の中部日本高等
学校演劇大会での活躍を祈念し、壮行会を兼
ねた特別公演を以下の日程で開催します。

★日時　平成28年12月18日（日）
　　　　午後３時 開演（午後２時30分 開場）
★場所　あさひコミュニティホールアゼリア
★演目　越智優 作　『夏芙蓉』
◎入場無料
　若い力あふれる彼女たちの舞台を、
　ぜひともご覧ください！

問い合わせ　教育委員会（☎役場内線313）

朝
日
町
消
防
団

秋
季
訓
練　
　

泊高校 舞台芸術部 演劇部門

＊＊＊特別公演会＊＊＊͓ΊͰͱ ʂ͏

演劇研究発表大会 最優秀賞
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11
月
３
日
か
ら
６
日
ま
で
の
４
日

間
に
わ
た
っ
て
、
あ
さ
ひ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ホ
ー
ル
ア
ゼ
リ
ア
で
「
第
37
回

朝
日
町
美
術
展
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　
作
品
は
、
絵
画
、
書
、
彫
刻
・
工

芸
・
デ
ザ
イ
ン
、
写
真
の
４
部
門
で

公
募
さ
れ
ま
し
た
。
各
部
門
の
受
賞

者
は
次
の
方
々
で
す
。（
敬
称
略
）

■
絵
画
の
部

▼
町
展
大
賞　
長
谷
昭
子
（
平
柳
１

区
）「
老
樹
」

▼
町
展
賞　

松
島
智
子
（
山
王
）、

畑
み
つ
子
（
平
柳
２
区
）

▼
奨
励
賞　

廣
幡
悟
（
草
野
）、
藤

田
志
津
香
（
三
枚
橋
）、
大
角
芳
子

（
入
善
町
）

▼
佳
作　
草
京
子
（
荒
川
３
丁
目
）、

辻
栄
敏
子（
細
野
）、
鹿
熊
安
広（
殿

町
）、
笹
田
龍
汰
（
泊
高
校
）、
佐
渡

哲
（
富
山
市
）

■
書
の
部

▼
町
展
大
賞　
坂
本
秀
嵐（
下
山
新
）

「
岸
廣
鳥
飛
」

▼
町
展
賞　

泉
信
博
（
入
善
町
）、

山
村
和
義
（
富
山
市
）

▼
奨
励
賞　

田
村
重
信
（
藤
塚
）、

堀
川
知
香
子
（
藤
塚
）、
大
西
美
洋

（
入
善
町
）

▼
佳
作　

河
村
苑
香
（
泊
高
校
）、

藤
井
里
帆
（
黒
部
市
）、
橋
場
沙
葵

（
泊
高
校
）、
浜
浦
彩
佳
（
泊
高
校
）

■
彫
刻
・
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン
の
部

▼
町
展
大
賞　

竹
内
重
之
（
笹
川
）

「
花
器
（
ワ
ン
ピ
ー
ス
）」

▼
町
展
大
賞　
東
渉
一
（
中
道
下
）、

野
村
剛
（
下
山
新
）

▼
奨
励
賞　
大
菅
眞
理
子
（
桜
町
）、

本
田
英
里
香
（
泊
高
校
）、
藤
原
紀

子
（
上
町
）

■
写
真
の
部

▼
町
展
大
賞　
石
井
ア
イ
子（
窪
田
）

「
と
び
た
つ
」

▼
町
展
賞　
折
谷
武
彦
（
上
道
下
）、

九
里
寿
邦
（
弥
生
町
）

▼
奨
励
賞　

石
垣
杏
（
泊
高
校
）、

魚
住
常
雄
（
栄
町
）、
谷
靖
夫
（
池

谷
町
）

▼
佳
作　
大
久
保
瑞
季
（
泊
高
校
）、

七
澤
孟
男
（
坊
）、
石
﨑
真
尋
（
泊

高
校
）、
九
里
豊
之
（
陽
光
台
）

●
路
上
駐
車
は
や
め
て

　

�

道
路
上
に
自
動
車
を
放
置
さ
れ
る

と
除
雪
が
で
き
ま
せ
ん
。

●
道
路
に
雪
を
捨
て
な
い
で

　

�

雪
を
道
路
に
捨
て
る
と
交
通
の
支

障
や
事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

●
歩
道
除
雪
に
ご
協
力
を

　

�

歩
道
は
幅
が
狭
く
、
障
害
物
も
あ

り
除
雪
車
で
全
て
の
除
雪
は
で
き

ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
で
除
雪
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

●
投
雪
は
計
画
的
に

　

�

無
秩
序
な
投
雪
に
よ
り
床
下
浸
水

な
ど
が
起
き
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
計
画
的
な
投
雪
を
お
願
い
し

ま
す
。
ま
た
、
事
故
防
止
の
た
め

に
、
ふ
た
の
閉
め
忘
れ
の
な
い
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

●
地
域
ぐ
る
み
の
除
雪
を

　

�

除
雪
に
は
皆
さ
ん
の
協
力
が
必
要

で
す
。
小
型
除
雪
車
を
貸
し
出
し

ま
す
。

●
除
雪
車
に
近
づ
か
な
い
で

　

�

除
雪
車
は
急
に
方
向
を
変
え
る
こ

と
が
あ
り
危
険
で
す
。
お
年
寄
り

や
子
ど
も
に
家
庭
で
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。

●
消
雪
パ
イ
プ
の
散
水
停
止
時
間

　

�

消
雪
パ
イ
プ
は
、
電
力
契
約
に
よ

り
、
下
記
の
時
間
は
水
が
止
ま
り

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
・
午
前
11
時
～
正
午

　
　
・
午
後
１
時
～
２
時

◎除雪に関するご要望は、町内会長を通じて下記へ
■国道　国土交通省黒部国道維持出張所（☎52-1714）
■県道　富山県新川土木センター
　　　　入善土木事務所（☎72-1099）
■町道　朝日町道路除雪実施本部
　　　　（☎83-1100または本部直通☎83-1300）

第
37
回

朝
日
町
美
術
展

老樹

岸廣鳥飛

花器（ワンピース）

とびたつ

道
路
除
雪
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

12
月
１
日
か
ら
道
路
除
雪
実
施
本
部
設
置

お知
らせ



広報あさひ 2016.12

6

❶給与支払報告書の提出（事業主⇒市町村）
・�事業主は、毎年１月31日までに従業員が１月１日時
点でお住まいの市町村に給与支払報告書個人別明細
書、給与支払報告書総括表を提出します。

❷❸特別徴収税額決定通知書の送付（市町村⇒事業主）
・�住民税特別徴収の徴収期間は、６月から翌年５月まで
の12ヵ月です。
・�朝日町では、提出された給与支払報告書とその他の資
料を基に税額を計算し、毎年５月中旬に下記の資料を
送付します。
　⑴�特別徴収税額の決定通知書

　　（特別徴収義務者用・納税義務者用）
　⑵�特別徴収関係書類綴

　　（納入書、給与支払者異動届出書等）

❹特別徴収税額の本人への通知（市町村⇒事業主⇒従業員）
・�事業主に送付された「特別徴収税額の決定通知書（納
税義務者用）」が５月31日までに個々の従業員に交付
されます。

❺❻納期と納入方法（事業主⇒市町村）
・�住民税の納期限は、月割額を徴収した月の翌月10日
です。
・�従業員の給与から「特別徴収税額の決定通知書」に記
載の税額を天引きし、町から送付される納入書で納付
します。

※所得税と違い、税額の計算をする必要はありません。

住
民
税
と
は
…

　
住
民
税
は
、
福
祉
・
保
健
・
教
育

な
ど
の
日
常
生
活
に
必
要
な
経
費

を
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
そ
の
能
力
に

応
じ
て
分
担
す
る
、
い
わ
ば
住
民
と

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
支
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
会
費
の
よ
う
な

も
の
で
す
。

　
住
民
税
は
、
そ
の
年
の
1
月
1
日

現
在
の
住
所
地
に
お
い
て
、
前
年
の

1
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま
で
の
1

年
間
の
所
得
に
対
し
て
課
税
さ
れ
、

町
民
税
分
と
県
民
税
分
を
一
括
し
て

町
が
課
税
し
、
徴
収
し
て
い
ま
す
。

特
別
徴
収

　
事
業
主（
給
与
支
払
者
）の
方
が
、

住
民
税
の
納
税
義
務
者
で
あ
る
従
業

員
（
給
与
所
得
者
）
に
代
わ
っ
て
、

毎
月
支
払
う
給
与
か
ら
住
民
税
（
町

民
税
＋
県
民
税
）を
徴
収（
天
引
き
）

し
、
従
業
員
の
住
所
地
の
市
町
村
に

納
入
す
る
制
度
で
す
。

　
住
民
税
の
税
額
は
、
市
町
村
で
計

算
し
、
事
業
主
の
方
に
通
知
し
ま

す
。普

通
徴
収

　
事
業
所
得
の
あ
る
方
な
ど
（
納
税

義
務
者
）
が
、
金
融
機
関
等
（
役
場

窓
口
を
含
む
）
ま
た
は
口
座
振
替
に

よ
り
、
直
接
自
治
体
に
納
め
る
方
法

で
す
。

　
従
業
員
の
所
得
税
を
源
泉
徴
収

し
て
い
る
事
業
主
は
、
原
則
と
し

て
個
人
住
民
税
（
町
民
税
お
よ
び

県
民
税
）
に
つ
い
て
、
給
与
か
ら

天
引
き
（
特
別
徴
収
）
す
る
義
務

が
あ
り
ま
す
。
富
山
県
内
の
全
市

町
村
で
は
、
個
人
住
民
税
の
特
別

徴
収
を
行
っ
て
い
な
い
事
業
主
の

皆
さ
ん
に
特
別
徴
収
義
務
者
へ
の

完
全
移
行
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

　
今
回
は
、
特
別
徴
収
の
仕
組

み
、
住
民
税
の
概
要
、
納
付
方
法

な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
事

業
主
・
従
業
員
の
方
々
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

２
つ
の
納
付
方
法

富山県とすべての市町村からの重要なお知らせです
平成29年度から、富山県内の全市町村は
住民税の特別徴収を完全実施します
特別徴収
の仕組み
特別徴収
の仕組み
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本人

【特別徴収義務者】
事業主

子

毎月の給与から
天引きする必要が
あるんだね！

ී通徴収

特別徴収

従業員

഑ۮ者

ઐ従者給与

ઐ従者給与

給与

特
別
徴
収
義
務
者
の
指
定

　
地
方
税
法
第
３
２
１
条
の
４
お
よ
び

各
市
町
村
の
条
例
に
よ
り
、
給
与
を
支

払
う
事
業
主
で
所
得
税
の
源
泉
徴
収
の

義
務
の
あ
る
方
は
、
特
別
徴
収
義
務
者

と
し
て
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

個
人
事
業
主
の
方
も
対
象
で
す

　
「
事
業
主
＝
給
与
支
払
者
」
で
あ

り
、
配
偶
者
や
家
族
等
に
給
与
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
特
別
徴
収

義
務
者
に
該
当
し
ま
す
。

（
例
）
家
族
経
営

　
　

 

（�

飲
食
店
、
農
業
、
自
動
車
修

理
業
等
）

　
住
民
税
の
特
別
徴
収
に
お
け
る
徴

収
期
間
は
、
６
月
か
ら
翌
年
５
月
ま

で
の
12
ヵ
月
で
す
。

●�

１
回
あ
た
り
の
納
税
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

（
例
）
年
間
税
額
が
24
万
円
の
場
合

　
特
別
徴
収
（
12
回
払
い
）

　
　
　
　
　
…
納
税
額
２
万
円
／
回

　
普
通
徴
収
（
４
回
払
い
）

　
　
　
　
　
…
納
税
額
６
万
円
／
回

●
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
せ
ん
。

●
対
象
に
な
る
方

　
前
年
中
に
課
税
対
象
所
得
が
あ

り
、
４
月
１
日
現
在
で
、
事
業
主

か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い

る
方
。

★�

パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
役
員

等
を
含
む
す
べ
て
の
従
業
員
か

ら
特
別
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

★�

前
年
中
に
他
事
業
主
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
た
方
で
も
、

４
月
１
日
に
在
職
す
る
事
業
主

に
お
い
て
特
別
徴
収
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

●
特
別
徴
収
の
例
外

　
従
業
員
が
、
次
の
基
準
に
該
当

す
る
場
合
は
、
特
別
徴
収
で
は
な

く
、
普
通
徴
収
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

・�

他
の
事
業
主
で
特
別
徴
収
を

行
っ
て
い
る
。

・�

給
与
が
少
額
の
た
め
、
税
額
を

天
引
き
で
き
な
い
。

・�

給
与
の
支
払
い
が
不
定
期
で
あ
る
。

・
退
職
ま
た
は
退
職
予
定
で
あ
る
。

●
納
期
の
特
例
制
度

（
年
２
回
納
付
）

　
事
業
所
全
体
の
従
業
員
が
10
人

未
満
の
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
毎

月
の
納
入
か
ら
年
２
回
に
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※�

本
特
例
は
、
納
期
に
関
す
る
特

例
の
た
め
、
従
業
員
の
給
与
か

ら
は
毎
月
の
徴
収
が
必
要
で

す
。

※�

徴
収
金
の
滞
納
が
あ
り
、
納
入

に
支
障
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ

る
場
合
、
申
請
が
認
め
ら
れ
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※�

承
認
後
、
従
業
員
が
常
時
10
人

未
満
で
な
く
な
っ
た
場
合
、
遅

滞
な
く
そ
の
旨
を
町
に
届
出
く

だ
さ
い
。

　
法
令
に
基
づ
く
適
正
な
特
別
徴

収
の
実
施
に
つ
い
て
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

財
務
課　
住
民
税
係

（
☎
役
場
内
線
１
２
２
）

☆特別徴収に係る詳細については、町ホームページにも掲載しています☆

特
別
徴
収
の

メ
リ
ッ
ト

＊事業主の方へ＊
平成29年度から、原則としてすべての
事業主は、特別徴収義務者に指定されます

住
民
税
は
毎
月
の
給
与

か
ら
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
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　町政は、皆さんからの税金や国からの地方交付税などを財源として運営されています。
今月号では平成27年度にどのような事業を行ったのか報告します。

歳入総額 92億7,521万円
（町民一人あたり 72万9,642円）
※平成28年４月１日現在の住民基本台帳人口で算出（12,712人）

歳出総額 88億8,532万円
（町民一人あたり 69万8,971円）

一　般　会　計

用
語
解
説

町税
14億5,824万円
（15.7％）

繰入金　9億8,191万円（10.6％）
諸収入　4億4,206万円（4.8％）

使用料及び手数料　1億9,287万円（2.1％）
その他　4,489万円（0.4％）

その他　1億1,173万円（1.1％）

繰越金
6億7,251万円
（7.3％）�

地方消費税交付金　2億4,440万円（2.6％）国庫支出金
5億4,454万円（5.9％）

県支出金
4億2,185万円
（4.6％）

町債
8億8,990万円
（9.6％）

地方交付税
32億7,031万円
（35.3％）

歳入
ࣗ
主
ࡒ
源

40.9%

59.1%

ґ
ଘ
ࡒ
源

歳出

災害復旧事業費
3,924万円（0.5％）

人件費
12億8,424万円（14.4％）

扶助費
6億704万円（6.8％）

公債費
6億9,857万円
（7.9％）

物件費
10億1,074万円
（11.4％）

補助費等
13億8,298万円
（15.6％）

繰出金
8億7,243万円
（9.8％）

普通建設事業費
13億7,028万円
（15.4％）

維持補म費ほか
16億1,980万円（18.2％）

ٛ務త経費（29.1�）�

その
他
の
経
費（
55.0�）�

（性࣭別）

౤資త
経費（

15.9
�）

　図書館整備事業や五差路周辺複合施設整備事業
の完了等により、町債が６億9,650万円の減とな
りました。
　一方、プレミアム商品券・ふるさと旅行券の販
売により、諸収入が１億9,325万円の増となりま
した。

　町道湯ノ瀬北又線の災害復旧工事により災害復
旧事業費で2,206万円の増となりましたが、図書
館整備事業の完了により普通建設事業費が４億
8,130万円の減となり、投資的経費全体では４億
5,924万円の増となりました。
　一方、プレミアム商品券事業や富山大学寄附講
座事業等により補助費等で１億4,621万円の増と
なりました。

決算報告

自主財源 町税、使用料及び手数料、繰越金、諸収入
など自主的に収入する財源

義務的経費 人件費、扶助費など支出が義務付けられた
経費

投資的経費 道路や建物などの建設事業費や災害復旧費などス
トックとして将来に残るものに支出される経費

地方交付税 所得税などの国税の中から一定の基準によ
り国が交付するもの

人件費 職員の給料、議員の報酬など

扶助費 各種福祉サービスや児童手当、医療費助成
などの費用

公債費 借金の返済費用

物件費 臨時職員の賃金や旅費、消耗品費、光熱水
費、委託料、使用料など

補助費等 各種団体への補助金や交付金、保険料など
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平成27年度の主な事業

基金と町債
歳出

民生費
16億8,226万円
（18.9％）

衛生費
11億6,527万円
（13.1％）�

総務費
16億6,466万円
（18.7％）

公債費
6億9,857万円
（7.9％）

教育費
5億3,027万円
（6.0％）

農林水産業費　4億6,009万円（5.2％）�
消防費　3億8,379万円（4.3％）

土木費
7億1,354万円（8.0％）

商工費　3億4,862万円（3.9％）

その他
12億3,825万円
（14.0％）

（目త別）

　図書館整備事業の完了により、教育費が６億
1,550万円の減となりました。
　一方、プレミアム商品券事業、ふるさと旅行券
事業等を含む国の地域住民生活等緊急支援交付
金事業等により総務費が２億3,481万円の増、第
２資源物回収広場整備事業や子ども医療費の拡
充等により衛生費が１億2,052万円の増となりま
した。

　基金残高は76億1,029万円で、１億490万円
の増となりました。
　町債（借金）残高は197億6,202万円で、
8,014万円の増となりました。

〈民生費〉 〈総務費〉 〈衛生費〉
福祉サービス、各種医療の助成など 町の事務管理、庁舎管理、選挙など 保健衛生、ごみ処理、環境保全など

【主な事業】
障害者福祉費� 2億4,059万円
地域包括ケア推進事業� 2,280万円
（�認知症カフェ開設事業、地域医療再生
マイスター育成事業等）
児童手当給付事業
　　　　1億3,736万円
病児・病後児保育事業
　　　　　��1,874万円

【主な事業】
交流事業� 6,060万円
（地域おこし協力隊活動事業、
 ほたる交流館管理運営費等）
五差路周辺複合施設整備事業
� 4億1,203万円
地域住民生活等緊急支援交付金
� 1億3,096万円
（プレミアム商品券事業、
 ふるさと旅行券事業等）

【主な事業】
健康増進対策事業� 2,943万円
感染症予防事業� 2,985万円
塵芥処理事業� 1億2,746万円
医療体制推進費
　　　　500万円
（富山大学の
　 寄附講座開設）

〈教育費〉 〈土木費〉 〈農林水産業費〉
小中学校の運営、文化財保護、スポーツの振興など 道路、公園整備、住宅管理など 農林業や水産業の振興など
【主な事業】
小・中学校運営費� 2億7,532万円
図書館運営費� 2,994万円
芸術文化振興事業� 668万円
社会体育事業
　　　757万円

【主な事業】
道路橋梁新設改良事業� 1億2,907万円
除雪対策事業� 6,162万円
都市計画管理費� 5,859万円
定住サポート事業� 8,017万円

【主な事業】
水田農業構造改革対策事業� 1,344万円
担い手農家育成事業� 6,253万円
有害鳥獣対策事業
　　　　　981万円
水産業振興費
　　　　　974万円

〈商工費〉 〈消防費〉 〈公債費〉
町の商工業や観光の振興など 消防や救急活動など 町債の返済

【主な事業】
公共バス運行事業� 702万円
公共交通対策事業� 4,620万円
企業立地奨励事業� 7,328万円
観光事業� 1,936万円

【主な事業】
消防施設費� 5,233万円
消防庁舎整備事業� 6,077万円

〈その他〉
議会費、労働費、災害復旧費、諸支出金
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特別会計・企業会計

健 全 化 判 断 比 率

特別会計名 歳　　入 歳　　出

国 民 健 康 保 険
17億0,127万円 16億3,297万円
（11.0%） （12.5%）

後期高齢者医療事業
4億4,202万円 4億4,181万円
（3.4%） （3.4%）

簡 易 水 道
8,465万円 6,595万円

（26.2%） （84.1%）

下 水 道
10億7,486万円 10億6,454万円
（△3.4%） （△3.9%）

公共用地先行取得等事業 万円 万円
－ －

南保外二地区用水
199万円 192万円

（△22.6%） （△23.2%）

奨 学 資 金
102万円 102万円

（0.0%） （0.0%）
※（　）は前年比

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の規定に基づき、平成27年度決算に基づく健全化判断比率及び資金不足
比率について公表します。

①健全化判断比率の算定結果
　朝日町の財政健全化判断比率は、「早期健全化基準」「財政再生基準」のいずれも下回っています。

区　　分
朝日町の比率

早期健全化基準 財政再生基準
平成27年度 平成26年度

実質赤字比率 －％ －％ 015.0％ 20.0％
連結実質赤字比率 －％ －％ 020.0％ 30.0％
実質公債費比率 7.9％ 8.6％ 025.0％ 35.0％
将来負担比率 －％ －％ 350.0％

②資金不足比率の算定結果
　朝日町の公営企業会計に資金不足は発生していません。

会　計　名
朝日町の比率

経営健全化基準
平成27年度 平成26年度

病院事業会計 －％ －％ 20.0％
簡易水道特別会計 －％ －％ 20.0％
下水道特別会計 －％ －％ 20.0％

※赤字額、将来負担額、資金不足額がない場合は―で表示しています

用
語
解
説

実質赤字比率 一般会計等の赤字の割合を示す指標
連結実質赤字比率 全ての会計の赤字・黒字を合算し町としての赤字の割合を示す指標
実質公債費比率 借金などの返済額の割合を示す指標
将来負担比率 町が将来負担する借金などが、年間収入の何年分になるかを示す指標
資金不足比率 病院事業や下水道事業、水道事業などの公営企業の経営状況を示す指標

用 語 解 説

収益的収支
企業の経営活動に伴い発生する収益と
それに対応する費用で、入院や外来な
どの収入と職員の給料や施設の維持管
理費による支出

資本的収支

企業の経営活動に備えて行う建設改良
（有形固定資産となる医療器械購入や施
設の建設）や建設改良にかかる借金の
返済金等の支出とその財源となる補助
金や借入れによる収入

企業会計（病院事業） 歳　　入 歳　　出

収 益 的 収 支
28億8,199万円 29億1,304万円
（△4.8%） （△15.2%）

資 本 的 収 支
3億2,277万円 4億6,090万円
（16.0%） （11.9%）
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一般会計の執行状況

区　　分 予　算　額 収入済額 収入率
地方交付税 27億7,276万円 20億2,717万円 73.1%

町 税 16億0,346万円 9億8,751万円 61.6%

町 債 10億0,200万円 0万円 0.0%

繰 入 金 10億2,718万円 1億0,000万円 9.7%

国庫支出金 5億3,653万円 5,904万円 11.0%

県 支 出 金 4億3,873万円 8,066万円 18.4%

諸 収 入 3億5,515万円 4,059万円 11.4%

繰 越 金 2億8,990万円 2億8,990万円 100.0%

そ の 他 6億4,207万円 3億1,326万円 48.8%

合 計 86億6,778万円 38億9,813万円 45.0%

区　　分 予　算　額 支出済額 支出率
総 務 費 10億7,339万円 5億0,396万円 47.0%

民 生 費 17億2,699万円 6億0,095万円 34.8%

衛 生 費 11億7,780万円 5億2,623万円 44.7%

教 育 費 6億2,729万円 2億5,750万円 41.0%

公 債 費 8億7,260万円 4億3,062万円 49.3%

土 木 費 11億1,949万円 2億0,188万円 18.0%

農林水産業費 4億9,497万円 1億5,522万円 31.4%

商 工 費 7億1,823万円 2億1,601万円 30.1%

そ の 他 8億5,702万円 3億4,199万円 39.9%

合 計 86億6,778万円 32億3,436万円 37.3%

（歳入） （歳出）

●土地� 772,407㎡
●建物� 86,870㎡
●有価証券
� 2億9,036万円
●出資金
� 1億6,457万円
●基金積立金
� 75億1,025万円

区　　　分 金　　　額 構成比
一 般 会 計 85億1,452万円 44.7%
総 務 債 7,500万円 0.4%
社 会 福 祉 債 103万円 0.0%
保 育 所 債 3億6,281万円 1.9%
農林水産業債 2億7,322万円 1.4%
土 木 債 1億8,469万円 1.0%
消 防 債 1億9,296万円 1.0%
教 育 債 5億9,525万円 3.1%
災 害 復 旧 債 2,834万円 0.2%

町有財産の状況 町債の状況
区　　　分 金　　　額 構成比
臨時財政対策債等 31億8,766万円 16.7%
過疎対策事業債 36億1,356万円 19.0%

そ の 他 会 計 105億5,826万円 55.3%
簡 易 水 道 4,222万円 0.2%
下 水 道 56億6,433万円 29.7%
あさひ総合病院 48億5,171万円 25.4%

合 　　　 計 190億7,278万円 100.0%

町の
の報告家計簿 　条例により、町の財政状況を１年に２回、町民の皆さん

にお知らせしています。今月号では平成28年９月30日現
在における平成28年度予算の執行状況をお知らせします。

平 成 28 年 度 財 政 状 況

特　別　会　計　名 歳　　入 歳　　出
予��算��額 収入済額 収入率 予��算��額 支出済額 支出率

国 民 健 康 保 険 16億6,530万円 6億6,224万円 39.8% 16億6,530万円 7億1,635万円 43.0%
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 4億2,914万円 6,448万円 15.0% 4億2,914万円 1億4,108万円 32.9%
簡 易 水 道 4,423万円 2,374万円 53.7% 4,423万円 1,858万円 42.0%
下 水 道 14億3,892万円 1億4,066万円 09.8% 14億3,892万円 5億0,900万円 35.4%
南 保 外 二 地 区 用 水 152万円 7万円 04.6% 152万円 145万円 95.4%
奨 学 資 金 102万円 0万円 00.0% 102万円 26万円 25.5%

企　業　会　計
（あさひ総合病院）

歳　　入 歳　　出
予��算��額 収入済額 収入率 予��算��額 支出済額 支出率

収 益 的 収 支 32億2,856万円 13億9,593万円 43.2% 32億1,360万円 11億7,069万円 36.4%
資 本 的 収 支 3億3,090万円 1億2,015万円 36.3% 4億6,133万円 1億8,350万円 39.8%

特別会計の執行状況
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《職員の給与状況》

※�普通会計とは、病院事業・国民健康保険等を除く町事業全般を行うための
会計をいいます。
※人件費には、特別職に支給される給料、報酬などを含みます。

※職員手当には、退職手当を含みません。
※�職員数は、平成27年４月１日現在の人数。ただし、新川広域圏事務組合へ
派遣している職員（１名）は含んでいません。

※�一般行政職とは事務系職員など、技能労務職とは学校・保育所の調理員な
どを指します。

住民基本台帳
人口（28.１.１）

歳出額
Ａ 実質収支 人件費

Ｂ
人件費率
Ｂ／Ａ

12,794人 8,863,226 289,970 1,282,264 14.5％

区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な
職務内容

主事 主事 係長
主査
主任

課長代理 課長
主幹

課長

職員数 17 22 34 11 8 7 99
構成比 17.2% 22.2% 34.3% 11.1% 8.1% 7.1% 100%

朝日町 国

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
　・役職加算　5～15％

（加算措置の状況）
職制上の段階、職務の級等に
よる加算措置
　・役職加算　　05～20％
　・管理職加算　10～26％

朝日町 国

１人当たり平均支給額
12,575千円

支給実績 085千円

支給職員１人当たり平均支給年額 2,755円

職員全体に占める手当支給職員の割合 16.9％

代表的な手当の名称 ・訪問徴収業務手当
・用地交渉業務手当

支給実績 41,618千円

職員１人当たり平均支給年額 299千円

職員数
Ａ

給与費 一人当たり
給　与　費
Ｂ／Ａ給料 職員手当 期末・勤勉手当 計　�Ｂ

159人 559,451 69,467 192,104 821,022 5,164

区　分
一般行政職 技能労務職

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 平均給料月額

朝日町 39.6歳 290,549円 54.3歳 266,800円

国 43.6歳 331,816円 50.4歳 287,447円

区　分 朝日町 国

一般行政職
大学卒 176,700円 176,700円

高校卒 144,600円 144,600円

区　分
経験年数

10年以上
15年未満

15年以上
20年未満

20年以上
25年未満

一般行政職
大学卒 255,745円 301,730円 337,962円

高校卒 237,600円 ― 302,400円

⑴人件費の状況（平成27年度普通会計決算）
単位：千円

⑹一般行政職の級別職員数の状況（平成28年４月１日現在）

⑺職員の手当の状況
①期末手当・勤勉手当（平成27年度支給割合）

②退職手当（平成28年４月１日現在）

③特殊勤務手当（平成27年度）

④時間外勤務手当（平成27年度）

⑵職員給与費の状況（平成27年度普通会計決算）
単位：千円

⑶職員の平均年齢、平均給料月額の状況
（平成28年４月１日現在）

⑷職員の初任給の状況（平成28年４月１日現在）

⑸職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成28年４月１日現在）

期末手当 勤勉手当

2.60�月分 1.60�月分

（支給率）自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 27.4050月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.5900月分

最高限度額 49.590月分 49.5900月分

（支給率）自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 27.4050月分

勤続25年 29.145月分 34.5825月分

勤続35年 41.325月分 49.590月分

最高限度額 49.590月分 49.590月分

期末手当 勤勉手当

2.60�月分 1.60�月分

※�退職手当の１人当たり平均支給額は、27年度に退職した職員に支給された
平均額です。

　朝日町職員の給与・定員管理について、町民
の皆さんに広くご理解いただくため、次のとお
りお知らせします。

町職員の給与・定員管理などを公表します
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手当名 内容及び支給単価 支給実績
（27年度決算）

支給職員１人当たり
平均支給月額
（27年度決算）

扶養手当

⑴配偶者　13,000円
⑵配偶者以外
　①6,500円
　　（配偶者がいない場合は、そのうち１人について11,000円）
　②�満16歳年度初めから満22歳年度末までの間にある子１人につ
き、5,000円を加算

7,860千円 14,887円

住居手当

借家等に家賃を支払っている職員に支給
　①家賃23,000円以下の場合　　家賃－12,000円
　②家賃23,000円を超える場合　11,000円＋（家賃－23,000円）／２
　　（最高限度額　27,000円）

3,977千円 19,495円

通勤手当

⑴交通機関利用職員
　６箇月定期券等の価額による一括支給
　全額支給限度額　１箇月当たり55,000円
⑵自動車等使用職員
　距離段階区分に応じ2,000円～31,600円

5,030千円 3,917円

管理職手当 管理又は監督の地位にある職員に当該職の区分に応じて定額を支給 9,482千円 56,441円

宿日直手当 宿日直勤務を命ぜられた職員が勤務した場合に支給　4,200円 4,200千円 2,999円

※手当の内容については、国の制度と同じ

⑤その他の手当（平成28年４月１日現在）

部門別職員数の状況（各年４月１日現在）� 単位：人
⑻特別職の報酬などの状況

（平成28年４月１日現在）

《職員の定員管理状況》

区分
部門

職員数
平成27年 平成28年 対前年増減数

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 2 2
総務・税務 45 45
民生・衛生 73 75 2
農林水産 9 9
商工 7 7
土木 4 4

小　計 140 142 2
教育部門 20 18 △2

小　計 160 160
公
営
企
業
等
会
計
部
門

病院 149 145 △4
国民健康保険 4 4
簡易水道 2 2
下水道 3 3
その他（介護等） 11 10 △1

小　計 169 164 △5
合　計

（　）は条例定数
329
（406）

324
（406）

△5

※職員数は、臨時又は嘱託職員を除く一般正職員です。

区分 給料月額 期末手当
（27年度支給割合）

町　長 810,000円

3.15月分

副町長 670,000円
教育長 603,000円
議　長 354,000円
副議長 306,000円
議　員 288,000円
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Q
&

Ａ
　
「
変
え
る
ん
で
す
“
朝
日
町
”」
は
、
昨
年
に
策

定
し
た
町
総
合
戦
略
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
で

す
。
総
合
戦
略
は
、
人
口
減
少
が
進
む
中
、
全
国

の
自
治
体
が
対
策
を
練
り
上
げ
て
作
っ
た
も
の
で

す
。
朝
日
町
は
理
念
を
わ
か
り
や
す
く
町
民
に
伝

え
る
た
め
、「
変
え
る
ん
で
す
“
朝
日
町
”」
と
い

う
言
葉
を
選
び
ま
し
た
。
総
合
戦
略
の
策
定
か
ら

１
年
が
た
ち
ま
し
た
。
朝
日
町
は
今
、
変
わ
っ
て

き
て
い
る
ん
で
す
。

　

こ
の
１
年
を
振
り
返
り
、「
変
わ
っ
た
」
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
な
出
来
事
を
い
く
つ
か
挙
げ
た
い

と
思
い
ま
す
。
ま
ず
は
、
乾
燥
さ
せ
た
羊
膜
の

シ
ー
ト
を
製
造
す
る
工
場
の
建
設
が
始
ま
っ
た
こ

と
で
す
。
再
生
医
療
は
急
成
長
分
野
で
あ
り
、
海

外
の
市
場
を
み
す
え
た
生
産
拠
点
が
で
き
る
こ
と

は
、
過
疎
の
進
む
町
に
と
っ
て
非
常
に
大
き
な
こ

と
で
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
応
援
日
本
一
を
目
指
し
、
支
援

策
も
拡
充
し
ま
し
た
。
県
内
で
初
め
て
高
校
生
ま

で
の
医
療
費
を
無
料
化
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
町
内

全
小
中
学
校
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
し
た
。
夏
に
は
東

京
の
女
子
大
生
が
ヒ
ス
イ
海
岸
で
海
の
家
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
他
の
イ
ベ
ン
ト

も
合
わ
せ
て
開
か
れ
、
海
岸
は
例
年
に
な
い
に
ぎ

わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ

る
ユ
ニ
ー
ク
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
を
喜
ば
せ
ま
し
た
。
こ
の
ペ
ー
ジ
に
あ
る
イ
ラ

ス
ト（
広
報
あ
さ
ひ
４
月
号
の
表
紙
に
掲
載
）は
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
「
オ
ー
ル
朝
日
町
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
描
い
た
も
の
で
す
。
今
年
は
特
に
町

外
か
ら
来
て
く
れ
た
人
た
ち
の
活
躍
が
目
立
っ
た

年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　
11
月
に
は
町
民
公
募
の
組
織
で
あ
る
再
生
会
議

か
ら
具
体
的
な
施
策
の
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。
行

政
か
ら
は
出
な
い
よ
う
な
構
想
や
事
業
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
今
後
形
に
な
っ
て
現
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

　
最
後
に
、
読
者
の
み
な
さ
ん
に
お
聞
き
し
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
朝
日
町
っ
て
ど
ん
な
町
で
す

か
。
活
気
の
な
い
町
で
す
か
？　
衰
退
し
て
い
く

町
で
す
か
？　
確
か
に
県
内
市
町
村
で
人
口
減
少

率
は
ワ
ー
ス
ト
で
す
し
、
高
齢
化
率
も
最
も
高
い

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

　
で
す
が
、
そ
れ
が
す
べ
て
で
し
ょ
う
か
。
み
な

さ
ん
に
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
郷
土
、
移
り
住
ん
だ

土
地
に
愛
着
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
な
ら
ば
、
そ

の
土
地
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う
に
、「
オ
ー
ル

朝
日
町
」
で
知
恵
を
出
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
後

ろ
向
き
の
姿
勢
か
ら
は
何
も
生
ま
れ
ま
せ
ん
。
町

民
の
み
な
さ
ん
の
前
向
き
な
思
い
が
、
朝
日
町
を

明
る
く
変
え
て
い
く
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
今
回
で
終
了
し
ま
す
。

変わってきて
　　いるんです。

朝日町のキャッチフレーズが
「変えるんです“朝日町”」だっ
たと思うんですが、町は本当
に変わったんでしょうか？

？
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区　　分 12/27（火） 12/28（水） 12/29（木） 12/30（金） 12/31（土） 1/1（日） 1/2（月） 1/3（火） 1/4（水） 1/5（木）

ご
み
収
集

燃やせるもの
○

（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

休み 休み 休み 休み
○

（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

燃やせないもの
○

（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

休み 休み 休み 休み
○

（曜日該当
地区）

○
（曜日該当
地区）

個
人
持
込
み

燃やせるもの
（エコぽ～と） ○ ○ ○ ○ ○

（午前のみ） 休み 休み 休み ○ ○

燃やせないもの
（宮沢清掃センター）
※許可証が必要です

○ ○ ○ ○ 休み 休み 休み 休み ○ ○

第１資源物回収
広場（泊） 休み ○ 休み 休み 休み 休み 休み 休み ○ 休み

第２資源物回収
広場（殿町） 休み ○ 休み 休み 休み 休み 休み 休み ○ 休み

第３資源物回収
広場（舟川新） ○ 休み 休み 休み ○ 休み 休み 休み 休み 休み

し尿収集 ○ ○ 休み 休み 休み 休み 休み 休み ○ ○

※�し尿収集は、年末は申し込みが集中し、ご希望に応じきれないことがあります。円滑にくみ取りが行えるよう、12月中旬まで
に申し込みをお願いします。� 申し込み　朝日衛生社（☎82-0585）

年末年始のごみ・し尿収集・資源物回収の日程

問い合わせ　住民・子ども課（☎役場内線134）

　冬季は暖房を使う機会が多くなります。
　油の流出は、河川や水路、海、地下水等に重大な環
境汚染を引き起こし、農業用水が取水できない、井
戸水が飲めなくなるなど、生活に大きな被害を与えて
しまうことがあります。ポリタンクなどに灯油を小分
けする際は、その場を離れずに注意して作業を行いま
しょう。

【対策】
　ホームタンクに防油堤を設置したり、セメント練り
などに使用するプラ舟を置き、灯油を小分けする際は、
プラ舟の中で行うなど、流出防止策に努めてください。

　最近、河川や用水へ「生活ごみ」、「刈り草」、
「プラスチック製品」、「果物・野菜」などが流れ
込み、詰まりの原因になっています。また、ごみ
がそのまま海に流れ着くと、生態系に悪影響を与
える恐れがあります。

・ポイ捨てはしないでください。
・�刈り草やプラスチック製品は、知らないうちに
風で飛散し、河川や用水に入る場合がありま
す。適切に管理するか、いらないものはすぐに
処分してください。

油の流出事故にご注意ください！川へごみを捨てないで!!

▲小川下流に流れ着いたごみ
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ほっこりマルシェ
広報 de

ほっこりマルシェ
広報 de

ほっこりマルシェ
広報 de

～つながる、つなげる  あさひの宝～
マルシェ：フランス語で「市場」という意味

こどもたちの
つ
ぶ
や
き

〔
大
好
き
！
朝
日
町
〕�（
１
歳
児
）

　
段
ボ
ー
ル
を
乗
り
物
に
し
て
遊
ん

で
い
た
と
き
の
こ
と
。

保
育
士�

「
Ａ
く
ん
、
今
か
ら
ど
こ
に
お

出
か
け
す
る
？
ア
ス
カ
？
」

Ａ
く
ん�

「
え
～
っ
と
…
あ
さ
ひ
ま
ち
！
」

　
（
朝
日
町
に
行
っ
て
き
ま
し
た
）

保
育
士�

「
次
は
ど
こ
行
こ
う
か
？
」

Ａ
く
ん�

「
も
っ
か
い
（
も
う
１
回
）
あ

さ
ひ
ま
ち
！
」

　
朝
日
町
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
Ａ
く

ん
で
す
。

〔
あ
さ
ひ
っ
子
〕�
（
３
歳
児
）

　
ブ
ロ
ッ
ク
の
赤
ち
ゃ
ん
ラ
イ
オ
ン

が
大
好
き
な
Ａ
く
ん
。

Ａ
く
ん�

「
や
っ
ほ
ー
！
」

保
育
士�

「
あ
ら
、
あ
な
た
は
だ
～
れ
？
」

Ａ
く
ん�

「
ぼ
く
は
、
赤
ち
ゃ
ん
ラ
イ
オ

ン
。
お
さ
ん
ぽ
し
て
る
ん
だ
。」

保
育
士�

「
お
さ
ん
ぽ
き
も
ち
い
い
ね
。

ど
こ
か
ら
来
た
の
？
」

Ａ
く
ん�

「
ん
～
と
ね
、
あ
さ
ひ
ま
ち
！
」

　
Ａ
く
ん
も
赤
ち
ゃ
ん
ラ
イ
オ
ン
も

元
気
な
“
あ
さ
ひ
っ
子
”
で
す
。

〔
試
合
開
始
〕�

（
４
歳
児
）

　
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
で
整
列
し
た
と
き

の
こ
と
で
す
。

保
育
士�

「
気
を
つ
け
、
礼
。」

み
ん
な�

「
お
願
い
し
ま
す
！
」

�

Ａ
く
ん�

「
先
生
、
拍
手
も
せ
ん
に
ゃ
！
」

保
育
士�

「
？
？
？
…
あ
っ
、
握
手
ね
！
」

　
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
が
身
に
つ
い

て
い
る
か
っ
こ
い
い
Ａ
く
ん
で
し
た
。

〔
ふ
し
ぎ
な
ま
つ
ぼ
っ
く
り
〕�（
３
歳
児
）

　
廊
下
に
飾
っ
て
あ
る
、
ま
つ
ぼ
っ

く
り
を
見
て
、

Ａ
く
ん�

「
せ
ん
せ
～
、
ま
つ
ぼ
っ
く
り

前
よ
り
大
き
く
な
っ
と
る
！
」

保
育
士�

「
本
当
だ
！
開
い
て
き
た
ね
！

ま
つ
ぼ
っ
く
り
っ
て
、
お
水

で
濡
れ
た
ら
閉
じ
て
、
乾
い

た
ら
開
く
ん
や
よ
！
」

Ａ
く
ん�

「
え
ぇ
～
！
そ
う
な
ん
？
ち
ょ
っ

と
濡
ら
し
て
み
よ
う
よ
！
」

　
―
数
時
間
後
―

Ａ
く
ん�

「
せ
ん
せ
～
！
ま
つ
ぼ
っ
く
り
閉

じ
て
き
た
よ
！
閉
じ
た
り
開
い

た
り
す
る
ん
、
お
も
し
ろ
い
！
」

　
新
し
い
発
見
に
驚
き
の
Ａ
く
ん
で

し
た
。

ひ
ま
わ
り
幼
児
園
の
巻

　
年
末
は
、
仕
事
の
忙
し
さ
な
ど
か

ら
運
転
も
急
ぎ
が
ち
に
な
り
、
交
通

事
故
を
起
こ
し
や
す
い
時
期
で
す
。

心
と
時
間
に
ゆ
と
り
を
持
ち
ま
し
ょ

う
。

　
自
動
車
の
タ
イ
ヤ
は
早
め
に
冬
用

に
交
換
し
、
冬
道
の
安
全
運
転
に
備

え
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
年
末
は
飲
酒
の
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。

　
ア
ル
コ
ー
ル
の
影
響
は
運
転
に
強

く
表
れ
ま
す
。
二
日
酔
い
も
飲
酒
運

転
に
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

　
家
庭
や
職
場
を
あ
げ
て
、
飲
酒
運

転
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

Vol.112
☎83-0430

KOBAN
朝
日
町
交
番
か
ら
の
お
知
ら
せ

一
口
安
全
メ
モ

年
末
の
交
通
安
全
県
民
運
動

ゆ
っ
く
り
走
ろ
う

雪
の
ふ
る
里　
北
陸
路

12
月
11
日（
日
）～
20
日（
火
）

交通事故発生状況調
10月末現在（　）内は前年同月比

人身事故 物損
事故件数 死者 傷者

県　内 2,776件
（－413）

47人
（－12）

3,203人
（－488）

入善警察署
管内

68件
（－5）

1人
（－3）

75人
（－6）

528件
（＋41）

朝日町 11件
（－10）

0人
（－2）

13人
（－12）

124件
（－33）
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将
来
、
ぼ
く
は
サ
ッ
カ
ー
選
手

に
な
り
た
い
で
す
。
小
さ
い
と
き

か
ら
サ
ッ
カ
ー
が
大
好
き
で
練
習

に
行
く
の
が
楽
し
み
で
す
。
憧
れ

は
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
メ
ッ
シ
選
手
や

ミ
ラ
ン
の
本
田
選
手
、
浦
和
レ
ッ

ズ
の
柏
木
選
手
で
す
。
憧
れ
の
選

手
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
練
習
を

工
夫
し
て
や
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

私
の
夢
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な

る
こ
と
で
す
。
理
由
は
、
ど
ん
な

曲
で
も
ひ
け
る
人
を
み
て
感
動
し

た
か
ら
で
す
。
私
は
、
ピ
ア
ノ
を

習
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

た
く
さ
ん
練
習
し
て
、
た
く
さ
ん

の
人
た
ち
を
感
動
さ
せ
る
こ
と
の

で
き
る
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
な
り
た
い

で
す
。

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
パ
テ
ィ
シ
エ

で
す
。
理
由
は
、
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
で

買
っ
た
ケ
ー
キ
が
お
い
し
か
っ
た
の

で
、
私
も
そ
ん
な
お
い
し
い
ケ
ー
キ

を
作
れ
る
人
に
な
り
た
い
と
思
っ
た

か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
お
か
し
作
り

の
学
校
で
お
い
し
い
ケ
ー
キ
の
作
り

方
を
学
び
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ

る
ケ
ー
キ
を
作
り
た
い
で
す
。

堀
ほり

田
た

　真
まさ

輝
き

くん
（下横尾）

さみさと小学校６年

山
やま

田
だ

　夏
なつ

葵
き

さん
（横水）

あさひ野小学校６年

酒
さか

井
い

　陽
ひ

菜
な

さん
（荒川）

さみさと小学校６年

かわ
ら版

͋͞ͻ

12月 師走

〔
問
題
〕

　
あ
い
の
ト
キ
め
き
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー『
ヒ
ス
イ
ス
イ
』
は
、
こ

の
あ
と
の
ペ
ー
ジ
に
何
回
登
場
す
る

で
し
ょ
う
か
？

Ａ
．２
回　
Ｂ
．３
回　
Ｃ
．４
回

ヒ
ン
ト
：
ペ
ー
ジ
の
端
に
隠
れ
て
い

る
よ
☆

〔
応
募
方
法
〕

☆
は
が
き
に
答
え
の
記
号
、
住
所
、

氏
名
を
書
き
12
月
15
日（
木
）（
当
日

消
印
有
効
）
ま
で
〒
939
︱
０
７
９
３

役
場
企
画
振
興
課
へ
お
送
り
く
だ
さ

い
。
広
報
ク
イ
ズ
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
３
名
に
図
書
カ
ー
ド
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
先
月
号
の
当
選
者
は
、
Ｐ
Ｎ
い
づ

み
さ
ん
、
Ｐ
Ｎ
冨
美
子
さ
ん
、
Ｐ
Ｎ

澄
子
さ
ん
に
決
ま
り
ま
し
た
。

広
報
ク
イ
ズ  

354

《作り方》
①かぼちゃは５ミリ幅のいちょう切り、ピーマンは２センチの千切りにする。
②�フライパンにサラダ油を入れて火にかけ、かぼちゃと酒を入れ、
　フタをして弱火で５分くらい焼く。
③�かぼちゃに火が通ったらピーマンを入れる。
④�ピーマンが柔らかくなったら、しょうゆを加えて味付けする。
　�器に盛りつけ、最後に白すりごまをふる。

《材料　２人分》
かぼちゃ………………………… 100g
ピーマン……………………………１個
サラダ油…………………… 小さじ1/2
酒…………………………… 小さじ1/2
しょうゆ…………………… 小さじ1/2
白すりごま………………… 小さじ1/2

《１人分の栄養価》エネルギー 61kcal　　食塩 0.2g

� 朝日町食生活改善推進連絡協議会

野菜もう一品メニュー
野菜１人１日350ｇで健康生活

かぼちゃのきんぴら

かぼちゃに含まれる栄養素は、
免疫力を高めてくれるので、
風邪予防に効果的です。
野菜は１人分70ｇ

▲悦子

▲澄子
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まちのうごき

これからもお元気で！
−小川眞木子さん・寺崎きよさん100歳祝い訪問−

大迫力のプレー！
−V・チャレンジリーグⅠ女子　朝日大会−

☆Happy HALLOWEEN☆
−ボクとワタシの大冒険～封印されしアサヒタウンの謎～−

　満100歳を迎えられた小川眞木子さん（有磯苑）
と寺崎きよさん（有磯苑）を祝い、笹原町長が祝
い状や記念品を手渡しました。
　11月11日に100歳を迎えられた小川さんは、集
まった家族みんなにお祝いされ、幸せいっぱいの
誕生日となりました。
　11月15日に誕生日を迎えられた寺崎さんは、入
所者からの歌のプレゼントに、「ありがとうござい
ます」と元気にお礼を述べられました。

【11月５、６日】サンリーナにて、女子バレーリー
グ「V・チャレンジリーグⅠ女子」が開催されま
した。
　KUROBEアクアフェアリーズのホームゲームで
もあり、町内外から多くの観客が訪れ、気迫あふ
れるプレーを間近で観戦しました。
　熱い声援の後押しもあり、KUROBEアクアフェ
アリーズはホームで見事２勝を勝ち取りました。
　ホームゲームイベントの始球式では、笹原町長

がきれいにサーブを決め、会
場を盛り上げました。

【10月29日】小学生親子を対象に、ハロウィーン
イベントが開催されました。
　町のにぎわいづくりを目的に、地域おこし協力
隊の池田まゆさんが今年初めて企画したものです。
　「勇者になって、魔王に乗っ取られたアサヒタウ
ンを救い出す」というコンセプトのもと、五叉路
クロスファイブや図書館、さみさと小学校を探検
しました。

　子どもから大人まで
思い思いに仮装し、ハ
ロウィーンの夜を楽し
みました。

がきれいにサーブを決め、会
場を盛り上げました。

　子どもから大人まで
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まちのうごき
さらなる結束を誓う

−朝日町シルバー人材センター設立20周年−

日々の成果を存分に
−生涯学習フェスティバル・芸能文化祭−

言葉の境界を越えて
−中国からの高校生　民泊−

【11月15日】アゼリアホールで、朝日町シルバー
人材センターの設立20周年記念式典が開催され、
出席した約170名が節目を祝いました。
　式に先立ち、魚津寛代表理事が「これまで以上
に会員同士の結束を強め、朝日町のために役立っ
ていきたい」と式辞を述べました。
　現在、135名の会員が、草刈りや樹木の剪定、
障子の張り替えなどの仕事を通して、地域社会に
貢献しています。

【11月12、13日】サンリーナにて、生涯学習フェ
スティバルが開催されました。
　今回は、展示スペースに書、俳句、短歌、パッ
チワークなど19団体、体験コーナーには各種工
作、トランポリン、カローリングなどの団体が出
展し、来場者は芸術の秋とスポーツの秋を楽しみ
ました。
　13日には芸能文化祭が同時開催され、バレエや
コーラス、ダンスや演芸など、17団体が出演し、
日頃の練習の成果を披露しました。

【11月12、13日】中国の高校生28名が来町し、
１泊２日の民泊を体験しました。
　外務省が行う「中国高校生訪日団短期招へい事
業」の一環で、先端技術に関する視察や、日本の
文化や習慣を経験することを目的としています。
　生徒たちは、３～４名ずつ８軒の受け入れ家庭
に分かれ、採れたて野菜を使った家庭料理づくり
や雪吊りなどの作業のほか、バタバタ茶などを体
験し、短い期間ではありましたが、朝日町を大い
に満喫しました。

▲小川 眞木子さん

▲

寺
崎 

き
よ
さ
ん

『まちのうごき』が盛りだくさん！
朝日町公式Facebook　
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催し 新年賀詞交歓会
　輝かしい新年を寿ぎ、新年賀詞交歓会を開催いたしま
す。
　どなたでも参加できます。多くの皆さんのご来場をお
待ちしています。
日時　１月４日（水）
　　　午後３時（受付　午後２時30分～）
場所　あさひコミュニティホールアゼリア
会費　3,000円
　※平服でお越しください。

お知らせ 年金だより
～納めた国民年金保険料は全額が

　　　社会保険料控除の対象です～
　国民年金保険料は所得税法および地方税法上、健康保
険や厚生年金と同様に、社会保険料控除としてその年の
課税所得から控除され、税額が軽減されます。
　控除の対象となるのは、平成28年１月から12月まで
に納めた保険料全額です。（過去の年度分や追納保険料
なども含みます。）
　また、ご自身だけでなく、配偶者やご家族（大学生の
お子様）の負担すべき保険料を支払っている場合、その
保険料も合わせて控除が受けられます。
　なお、年末調整や確定申告の社会保険料控除を受ける
ためには、保険料を支払ったことを証明する書類（領収
証書など）の添付が必要となります。
　国民年金保険料を納付された方に、日本年金機構本部
では『社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』を送
付していますので、申告書の提出の際には必ず添付して
ください。
　国民年金は、老後はもちろん不慮の事故など万一のと
きにも心強い味方です。そのためにも保険料は納め忘れ
のないようキチンと納めましょう。
　詳しくは魚津年金事務所（☎24-1494）まで。

催し 平成29年朝日町成人式
　平成29年朝日町成人式を挙行します。
　式典後に記念撮影を行います。
日時
　平成29年１月８日（日）
　受付：午前９時10分～
　式典：午前10時～
場所
　あさひコミュニティホールアゼリア
問い合わせ　教育委員会事務局（☎役場内線321）

お知らせ 第68回人権週間　12月４日〜10日
「みんなで築こう　人権の世紀」
～考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心～
　法務省および全国人権擁護委員連合会では、人権尊重
社会の実現を目指し、今年も人権週間（12月４日～10日）
にあわせて人権思想の普及高揚を図る活動を実施します。
【人権相談のご案内】
　毎日の生活の中でのお困りの事や悩み事があるとき
は、下記までお気軽にご相談ください。
・富山地方法務局魚津支局	 ☎22-0461
・子どもの人権110番	 ☎0120-007-110
	 　（フリーダイヤル）
・女性の人権ホットライン	 ☎076-441-0658
　　　　　　　　　　または☎0570-070-810
　町では月に１回（毎月第３火曜日午後１時30分～４
時まで）五叉路クロスファイブにて人権相談を行ってい
ます。
・朝日町の人権擁護委員
　澤木　　昇（井ノ口）　　河村　智明（平柳２区）
　島端惠津子（上横尾）　　下沢真知子（清水町）
【保育園児の人権ぬりえ展】
12月４日（日）～10日（土）　あさひ総合病院にて

募集 町営住宅空室状況
町営住宅の入居者を募集します

・向陽町団地　―　３戸
・旭ヶ丘団地　―　６戸

公募期間　12月15日（木）午後５時15分まで（ただし土
曜・日曜・祝日は除く）入居資格や申込方法などのお問
い合わせは、建設課業務係（☎役場内線244）

納期のお知らせ　「国民健康保険税６期」の納期が12月26日（月）となっています。
　　　　　　　　納め忘れのないようお願いします。
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お知らせ「男性のための料理教室」のご案内〈参加無料〉
　食生活改善推進連絡協議会では、男性のための料理教
室を開催します。今は男性も料理をする時代です。どん
どん台所に入り、料理を作って楽しみましょう。お友達
やご近所の方もお誘いしてお気軽にご参加ください。
日　時　平成28年12月15日（木）　午前10時～午後１時
場　所　保健センター
対象者　朝日町在住の男性（先着20名）
持ち物　エプロン
申し込み　	12月12日（月）までに、保健センターへお申

し込みください。
問い合わせ　保健センター（☎83-3309）

お知らせ「糖尿病予防教室」のご案内〈参加無料〉

　保健センターでは、健診で血糖値が高めだった方や糖
尿病予防に関心のある方を対象に、「糖尿病予防教室」
を開催します。教室に参加して、『自分にも出来そうな
予防のヒント♪』を見つけてみませんか？
日　時　平成28年12月８日（木）　午前10時～11時20分
場　所　五叉路クロスファイブ　２階会議室
対象者　①	特定健診結果で血糖値がHbA1c５.6以上で、

薬剤治療を受けていない方
　　　　②糖尿病予防に関心のある方
内　容　「糖尿病予防について」
　　　　講師　黒部市高桜内科医院院長　高桜	英輔先生
申し込み期限　12月６日（火）
申し込み・問い合わせ　保健センター（☎83-3309）

お知らせ 朝日町民講座〈参加無料〉
　「グリー」のネットパトロール責任者を経て、ネット
啓発部門の責任者として、全国で年間300回を超える講
演を通じてネットの正しい怖がり方を伝えている、大人
気のカリスマ講師が来町予定。驚きの講座をぜひご聴講
ください。
内容　子供をネットで失敗させない大人のための講座（仮）
日時　12月８日（木）　午後７時30分～９時
場所　役場４階大ホール
講師　グリー㈱　安心・安全チームマネージャー
　　　小木曽　健 氏
受講対象　高校生以上
申し込み・問い合わせ
　教育委員会事務局（☎役場内線322）

お知らせ 消防設備士試験・危険物取扱者試験
◆消防設備士試験
試験日　平成29年１月29日（日）　富山国際会議場
試験種類　甲種　第１類、第４類
　　　　　乙種　第１類、第４類、第６類、第７類
受付期間　平成28年11月30日（水）～12月９日（金）
◆危険物取扱者試験
試験日　平成29年２月４日（土）　富山国際会議場
　　　　平成29年２月５日（日）　富山国際会議場
　　　　平成29年２月12日（日）　高岡商工ビル
試験種類　　甲種、乙種全類、丙種
受付期間　平成28年12月７日（水）～12月16日（金）
問い合わせ　朝日消防署予防係（☎83-0009）

お知らせ さむ〜い冬はご用心！！
●正しく使おう石油ストーブ
　これからは火災の起きやすいシーズンです。暖房器
具、特にストーブの取り扱いには十分注意してください。
・使用前には、点検整備の実施。
・灯油であることを確かめてから給油する。
・火を消してから給油を行う。
・カートリッジタンクのふたはしっかり閉める。
・点検後、しばらく炎の調節をする。
・	ストーブの上に洗濯物を干さない。また、周囲には燃
えやすいものを置かない。
・ストーブをつけたままで寝ない。

ニュース 住宅用火災警報器促進街頭広報
　11月１日、住宅用火災警報器促進運動のPR活動とし
て、あいの風とやま鉄道泊駅前で通勤者等を対象に、消
防署員と女性消防団員が住宅用火災警報器の設置に関す
るチラシが入ったポケットティッシュを配布し、通勤者
等に住宅用火災警報器の設置の重要性を呼び掛けました。
　住宅用火災警報器は家族の大切な命を守るための器具
であり、まだ設置されていない住宅につきましては、早
めの設置をお願いいたします。
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お知らせ 平成28年度（入場無料）
北朝鮮拉致問題啓発週間　講演会

　毎年12月10日から16日までは、「北朝鮮人権侵害問
題啓発週間」です。
　この週間にあわせ、富山県などの主催により「平成
28年度北朝鮮拉致問題啓発週間講演会」が開催されま
す。この機会にぜひ、足を運んでいただき拉致問題につ
いて考えていただければ幸いです。
日時　12月４日（日）　午前10時～11時30分
場所　ボルファートとやま２階「真珠」

お知らせ 世界エイズデー
　12月１日は「世界エイズデー」です。
　今年のテーマは、「知っていても、分かっていても	
AIDS IS NOT OVER」です。
　新川厚生センター（支所）では、エイズに関する相談
およびHIV（エイズウイルス）抗体検査を行っています。
相談・検査は匿名・無料で受けることができ、プライバ
シーは守られますので安心してご相談ください。
　場所・日時等の詳細は電話で問い合わせ願います。
◎相談は随時受け付けています。
　（平日午前８時30分～午後５時）
問い合わせ
新川厚生センター保健予防課（☎52-2647）
新川厚生センター魚津支所（☎24-0359）

お知らせ 家屋異動の届け出はお早めに！
　今年中に家屋を取り壊した場合や未登記建物の所有権
が移転したときは、家屋異動届または家屋名義人異動届
を提出してください。また、それ以前に異動して、まだ
届け出をしていない場合も同様に提出してください。
　なお、届け出がない場合は、取り壊した建物や旧所有
者に課税されることとなりますので速やかに届け出てく
ださい。
届出方法　財務課に備え付けの異動届に必要事項を記入
し、押印のうえ提出してください。
※	異動届の様式は、朝日町のホームページからもダウン
ロードすることができます。

問い合わせ
財務課　固定資産税係⑧番窓口
（☎役場内線125・126）

催し とやまでどーんと大同窓会！！
日　時　平成28年12月30日（金）　午後４時～６時
場　所　ホテルグランテラス富山（富山市桜橋通り2-28）
内　容　	人気芸人２組による爆笑ステージ、クイズ大

会、懇談（飲み放題、軽食つき）
対　象　	昭和56年４月２日～平成元年４月１日生まれ

で富山県内にお住まいの方、富山県内にお住
まいだった方

参加費　4,000円
申し込み　http://dousoukai.toyama.jp　
申し込み期限　12月19日（月）
問い合わせ　富山県地域振興課（☎076-444-4496）

お知らせ 12月議会のご案内
５日（月）　開会、提案理由説明、細部説明、質疑
12日（月）　代表・一般質問
13日（火）　一般質問
20日（火）　委員長報告、質疑、討論、採決、閉会
☆	議会の傍聴のお問い合わせは、議会事務局（☎役場内
線331）へ
☆	ケーブルテレビ「みらーれTV」では、５日（月）、12
日（月）、13日（火）、20日（火）の本会議の模様を、午
前９時55分から生中継します。（デジタル091チャン
ネルで放送）

催し あさひシーサイドドッグラン
　年内最後のドッグラン！元気いっぱい遊びませんか？
日時　12月11日（日）
　　　午前10時～午後１時（最終受付12時）
　　　※雨天中止
場所　朝日ヒスイ海岸オートキャンプ場東側
問い合わせ　地域おこし協力隊　池田
　　　　　　（☎役場内線255）

　１月はお休みです。２・３月は雪のなかのドッグラン
を予定しています、お楽しみに！

納期のお知らせ　「軽自動車税」の納期が５月31日（火）となっています。
　　　　　　　　納め忘れのないようお願いします。
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12月のスポーツ行事予定
●町民ビーチボール大会
　４日㈰　サンリーナ　第１体育室
●U-6・8サッカー教室
　４日㈰、18日㈰　サンリーナ　第２体育室
●寺田杯ミニバスケットボール大会
　10日㈯、11日㈰
　サンリーナ　第１・２体育室
●レディースビーチボール大会町予選
　15日㈭、16日㈮
　サンリーナ　第１体育室　夜間
●全日本クラブバスケットボール選手権
　大会富山県予選
　18日㈰　サンリーナ　第１体育室
●ありそカップ高校女子バレーボール大会
交流戦

　25日㈰　サンリーナ　第１・２体育室
●北陸ウインターカップバスケットボール
選手権大会

　26日㈪〜29日㈭
　サンリーナ　第１・２体育室

※日程は変更になる場合があります。
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８
月
27
日　
八
尾
ゆ
め
の

森
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

小
学
生
女
子
シ
ン
グ
ル
ス　
２
位

廣
川
真
夕（
朝
日
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
）

▼
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　
太
陽
ス
ポ
ー
ツ

杯　
第
20
回
新
川
選
手
権
大
会

（
８
月
27
日
）

個
人
中
学
ジ
ュ
ニ
ア
の
部　

３
位　
大
平
莉
子　
竹
内
小
雪

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
９
月
月
例
会

（
９
月
３
日　

あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ
海
岸

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
１
位　
寺
田
冨
士
夫

　
　
　
　
　
２
位　
岡
本
輝
夫

　
　
　
　
　
３
位　
水
島
一
義

女
子
の
部　
１
位　
梅
澤
美
幸

　
　
　
　
　
２
位　
笹
川
秀
子

　
　
　
　
　
３
位　
大
村
多
津
子

▼
新
川
地
区
中
学
校
新
人
大
会

（
９
月
17
日
～
19
日
）

柔
道　

男
子
団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

男
子
個
人　

55
㎏
級　
１
位　
澤
井
星
波

　
　
　
　
２
位　
木
戸
悠
貴

60
㎏
級　
１
位　
若
林
一
輝

66
㎏
級　
３
位　
藤
田
琉
伽

81
㎏
級　
３
位　
水
野
翔

90
㎏
級　
１
位　
小
川
哲
太

陸
上
競
技　
女
子　

総
合
の
部　
２
位　
朝
日
中
学
校

共
通
走
幅
跳　
２
位　
横
川
梨
那

共
通
走
高
跳　
２
位　
増
本
朱
莉

共
通
砲
丸
投　
３
位　
前
田
百
伽

剣
道　

男
子
個
人　
３
位　
久
保
勇
翔

女
子
団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

女
子
個
人　
３
位　
平
田
愛
海

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

男
子
団
体　
３
位　
朝
日
中
学
校

男
子
単　
３
位　
小
倉
創

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

女
子
団
体　
２
位　
朝
日
中
学
校

個
人　

３
位　
大
平
莉
子　
竹
内
小
雪

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子　
３
位　
朝
日
中
学
校

サ
ッ
カ
ー　
３
位　
朝
日
中
学
校

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
第
４
回
小
川
温

泉
杯
（
９
月
21
日　
あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ

海
岸
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
１
位　
大
和
信
勝

　
　
　
　
　
３
位　
寺
崎
文
朗

女
子
の
部　
２
位　
金
井
幾
美
枝

　
　
　
　
　
３
位　
岡
本
京
子

▼
下
新
川
郡
中
学
校
秋
季
競
技
大
会

（
９
月
24
日
、
25
日
）

柔
道　

男
子
団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

男
子
個
人　

55
㎏
級　
１
位　
木
戸
悠
貴

　
　
　
　
２
位　
澤
井
星
波

60
㎏
級　
１
位　
若
林
一
輝

66
㎏
級　
１
位　
藤
田
琉
伽

81
㎏
級　
１
位　
水
野
翔

90
㎏
級　
１
位　
小
川
哲
太

バ
ド
ミ
ン
ト
ン　

男
子
団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

男
子
単　
３
位　
有
澤
凌
太

男
子
複　

１
位　
米
田
有
希　
長
川
原
脩
樹

３
位　
寺
崎
壮
大　
板
本
連
汰

卓
球　

男
子
団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

男
子
個
人　
２
位　
由
井
大
悟

　
　
　
　
　
３
位　
由
井
大
亮

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

個
人　

２
位　
大
平
莉
子　
竹
内
小
雪　

３
位　
水
島
礼
音　
石
原
潤
奈

３
位　
吉
井
ひ
か
り　
水
島
こ
こ
ろ

剣
道　

男
子
団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

男
子
個
人　
１
位　
久
保
勇
翔

　
　
　
　
　
３
位　
末
上
佳
聖

女
子
団
体　
１
位　
朝
日
中
学
校

女
子
個
人　
１
位　
松
下
凛

　
　
　
　
　
２
位　
平
田
愛
海

　
　
　
　
　
３
位　
清
水
さ
く
ら

野
球　
１
位　
朝
日
中
学
校

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子　
２
位　
朝
日
中
学
校

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
10
月
月
例
会

（
10
月
１
日　

あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ
海
岸

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
１
位　
寺
崎
文
朗

　
　
　
　
　
３
位　
西
田
真
佐
夫　

女
子
の
部　
１
位　
梅
津
和
子

　
　
　
　
　
２
位　
下
沢
真
知
子

　
　
　
　
　
３
位　
真
部
静
代

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
第
10
回
Ｊ
Ａ
み

な
穂
組
合
長
杯　
年
金
友
の
会
親
睦

Ｐ
Ｇ
大
会
（
10
月
６
日　
あ
さ
ひ
ヒ

ス
イ
海
岸
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
２
位　
佐
田
正
秋　

女
子
の
部　
２
位　
竹
中
磨
紀
子

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
第
４
回
き
ん
か

い
杯
（
10
月
12
日　
あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ

海
岸
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
２
位　
水
島
一
義　

▼
朝
日
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会
（
10
月

16
日　
サ
ン
リ
ー
ナ
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
）

ダ
ブ
ル
ス　
男
子　

ス
ポ
ー
ツ 

Ｓ
Ｐ
Ｏ
Ｒ
Ｔ
Ｓ



● あなたとまちのコミュニケーション情報紙 ●

25

　
『
気
合
い
』
と
『
根
性
』
を
意
識

し
て
毎
回
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
い
つ
も
笑
顔
で
楽
し
く
活
動

し
、
1
試
合
で
も
勝
て
る
よ
う
に
頑

張
っ
て
い
ま
す
。
シ
ュ
ー
ト
を
決
め

た
時
、
ド
リ
ブ
ル
で
相
手
を
抜
い
た

時
は
と
て
も
気
持
ち
イ
イ
で
す
よ
！

　
一
緒
に
い
い
汗
か
い
て
、
一
緒
に

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
？
ま
た
、
12
月
10
日
～
11
日
に

サ
ン
リ
ー
ナ
に
お
い
て
、
県
外
の

チ
ー
ム
を
招
待
し
て
「
寺
田
杯
」
が

開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。

　８月に引き続き、「接遇基本
研修」を実施しました。今回
は、前回受講できなかった職
員や出先機関の職員が参加し、
併せて管理職を対象とした研
修も行いました。
　研修は、「難しい」「出来な
い」といった言葉は使わないこ
とをルールに進められました。
講師の松崎妙子さんから、来
客に気持ちの良い雰囲気を感
じてもらうためには、否定的な
言葉は口にせず、職員同士で
明るくポジティブな雰囲気を作
り出すことが大切であると、ア
ドバイスをいただきました。こ
の研修により、職員のコミュニ
ケーション能力が高まり、町民
の皆様にとってより信頼される
職員となることを期待していま
す。
　同日、中高連携推進事業教
育講演会が開催され、朝日中
学校と泊高校の生徒とともに、
多くの町民が聴講されました。
お笑い芸人のゴルゴ松本氏が
「出張！ゴルゴ塾 命の授業」と
題して、「教えることは学ぶこ
と学ぶことは教えること」「言
葉が人生を作る」ということ
を、体を張って熱く話されまし
た。ゴルゴ氏の言葉から、ご
縁の大事さとその出会いを活
かすことが生きる力に繋がる
と再認識させられました。生
徒達にも大変有意義な時間と
なったものと思います。
　講演を通して、否定的にな
らずに言動・行動する大切さを
教わり、「努力ではなく準備を
すること、即ち、備えあれば憂
いなし」という言葉が強く印象
に残りました。

朝日町長　笹原靖直
【11月14日記】

あさひ日和

活
動
日
：
毎
週　
月
・
水
・
金
曜
日

活
動
時
間
：
午
後
6
時
～
７
時
30
分

活
動
場
所
：
さ
み
さ
と
小
学
校
体
育
館

対　
象
：
小
学
１
年
生
～
小
学
６
年
生

そ
の
他
：
入
団
者
募
集
中
。
体
験
や

見
学
も
随
時
可
能
で
す
。

問
い
合
わ
せ
：
朝
日
町
教
育
委
員
会

☎
83
︱
１
１
０
０

（
役
場
内
線
３
２
２
）

次
勝　
吉
井
優
平　
太
田
聖
生

（
富
山
国
際
大
付
属
高
）

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　

第
５
回
翡
翠

カ
ッ
プ
（
10
月
18
日　
あ
さ
ひ
ヒ
ス

イ
海
岸
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
１
位　
瀬
沼
忠
男

　
　
　
　
　
２
位　
大
和
信
勝　

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
第
７
回
朝
日
町

長
杯
（
10
月
22
日　
あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ

海
岸
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
１
位　
岡
本
輝
夫

　
　
　
　
　
２
位　
寺
崎
文
朗

　
　
　
　
　
３
位　
辻
榮
哲
男

女
子
の
部　
１
位　
梅
津
和
子

　
　
　
　
　
２
位　
九
里
洋
子

　
　
　
　
　
３
位　
大
野
昌
子

▼
秋
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
10
月
22

日　
サ
ン
リ
ー
ナ　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）

１
位　
大
家
庄　
２
位　
宮
崎　

３
位　
さ
み
さ
と

▼
第
39
回
朝
日
町
民
駅
伝
競
走
大
会

（
10
月
23
日　
町
内
一
円
）

地
区
対
抗
の
部　

優
勝　
南
保
地
区
体
協（
大
会
新
）　

２
位　
五
箇
庄
地
区
体
協　

３
位　
大
家
庄
地
区
体
協

ク
ラ
ブ
対
抗
の
部　

優
勝　
朝
日
中
サ
ッ
カ
ー
部
Ａ　

２
位　
朝
日
中
陸
上
競
技
部
Ａ　

３
位　
朝
日
中
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

女
子
対
抗
の
部　

優
勝　
朝
日
中
陸
上
競
技
部
Ｂ

２
位　
朝
日
中
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

３
位　
朝
日
中
陸
上
競
技
部
Ｃ

小
学
生
男
子
の
部　

優
勝　
Ｆ
Ｃ　
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ（
大
会
新
）

２
位　
ブ
ラ
ッ
ク
サ
ン
ダ
ー
Ｅ
Ｘ

３
位　
山
田
軍
団

小
学
生
女
子
の
部　

優
勝　
ホ
ワ
イ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク（
大
会
新
）

２
位　
チ
ョ
コ
パ
イ

３
位　
最
強
ガ
ー
ル

区
間
新

地
区
対
抗
の
部　

１
区（
新
）宇
田
貴
視（
南
保
地
区
体
協
）

４
区（
新
）宇
田
智
裕（
南
保
地
区
体
協
）

小
学
生
男
子
の
部　

南
茂
侑
汰（
Ｆ
Ｃ　
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
）（
新
）

小
学
生
女
子
の
部　

廣
川
真
夕（
ホ
ワ
イ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
）（
新
）

島
田
莉
歩（
ホ
ワ
イ
ト
・
ブ
ラ
ッ
ク
）（
新
）

小
坂
英
里
奈（
チ
ョ
コ
パ
イ
）（
新
）

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ　
第
２
回
朝
日
・

氷
見
水
橋
お
楽
し
み
交
流
会
（
10
月

25
日　
あ
さ
ひ
ヒ
ス
イ
海
岸
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
）

男
子
の
部　
２
位　
瀬
沼
忠
男

　
　
　
　
　
３
位　
魚
津
武
義

女
子
の
部　
１
位　
九
里
洋
子

　
　
　
　
　
２
位　
梅
津
和
子

　
　
　
　
　
３
位　
大
和
信
子

▼
新
川
地
区
レ
デ
ィ
ー
ス
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
（
10
月
30
日　
サ
ン
リ
ー
ナ
）

４
部　

１
位　
水
野
亜
由
美　
水
島
洋
実

２
位　
青
木
千
代
美　
藤
田
久
美
子

「集まれ！スポーツ仲間」掲載団体大募集！！ 朝日町教育委員会スポーツ係まで

朝
日
パ
ワ
ー
キ
ッ
ズ

ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

少
年
団

集
ま
れ
！
ス
ポ
ー
ツ
仲
間
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朝
日
町
再
生
会
議
通
信

　
産
業
振
興
班

野
口　
篤
史

　

み
な
さ
ん
は
、「
朝
日
町
の
特
産

品
」
と
聞
い
て
何
を
思
い
浮
か
べ
ま

す
か
？
朝
日
町
を
象
徴
す
る
よ
う
な

特
産
品
が
す
ぐ
に
出
て
き
た
人
は
少

な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
誰

も
が
知
っ
て
い
る
よ
う
な
特
産
品
が

見
当
た
ら
な
い
た
め
に
、
観
光
で
朝

日
町
を
訪
れ
た
方
々
は
、
他
の
市
町

村
の
特
産
品
を
お
土
産
と
し
て
買
っ

て
い
く
の
が
現
状
で
す
。

　
再
生
会
議
の
産
業
振
興
班
で
議
論

を
重
ね
た
結
果
、
付
加
価
値
を
高
め

る
新
商
品
や
町
独
自
の
特
産
品
を
開

発
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化
す
る
こ
と
を
一

つ
の
目
標
と
し
11
月
に
町
に
提
言
し

よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。「
オ
ー
ル

あ
さ
ひ
」
の
人
気
の
特
産
品
を
作
り

販
路
を
拡
大
し
た
り
Ｐ
Ｒ
を
し
た
り

す
る
こ
と
で
、
町
の
知
名
度
の
向

上
、
観
光
客
の
増
加
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
が
再
生
会
議
の
メ
ン
バ
ー
に

な
っ
た
の
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
お
世

話
に
な
っ
て
い
る
朝
日
町
を
も
っ
と

活
気
あ
る
町
に
し
た
い
と
い
う
思
い

が
あ
っ
た
こ
と
と
、
小
学
校
・
町
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
要
職
を
経
験
し
て
、
町
の
将

来
を
担
う
子
供
た
ち
に
何
か
で
き
な

い
か
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

す
。
今
年
11
月
で
24
回
目
と
な
っ
た

再
生
会
議
で
、
メ
ン
バ
ー
の
み
な
さ

ん
と
共
に
議
論
し
様
々
な
考
え
方
に

出
会
う
こ
と
が
で
き
、
そ
の
思
い
は

さ
ら
に
強
く
な
り
ま
し
た
。

　
新
し
い
「
朝
日
町
の
特
産
品
」
を

作
り
朝
日
町
を
よ
り
よ
い
町
に
す
る

こ
と
が
、
町
の
未
来
と
子
供
た
ち
の

た
め
に
私
た
ち
が
今
で
き
る
こ
と
の

一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
朝
日
町
の
豊

か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
朝
日
町

だ
か
ら
こ
そ
生
み
出
す
こ
と
の
で
き

る
特
産
品
で
魅
力
あ
る
町
づ
く
り
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
朝
日
町
の
将
来
の
た
め

に
、
多
く
の
意
見
を
出
し
合
い
、
み

ん
な
の
手
で
町
を
活
性
化
さ
せ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
農
事
組
合
法
人
ハ
イ
テ
ッ
ク
大
家

庄
で
農
業
に
従
事
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
服
部
大
介
で
す
。

　
朝
日
町
に
来
て
か
ら
、
身
近
な
食

材
を
い
た
だ
く
機
会
が
大
変
多
く
な

り
ま
し
た
。
夏
場
は
、
家
庭
菜
園
で

採
れ
た
ト
マ
ト
を
毎
日
食
べ
る
こ
と

が
で
き
、
暑
く
て
食
欲
が
な
い
時
は

大
変
重
宝
し
ま
し
た
。
ま
た
、
職
場

や
近
所
の
皆
さ
ま
か
ら
も
新
鮮
な
食

材
を
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、
体
重

も
数
キ
ロ
増
え
、
お
蔭
さ
ま
で
以
前

よ
り
ず
っ
と
健
康
に
な
っ
た
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
。

　
食
べ
物
で
は
な
い
で
す
が
、
マ
ム

シ
酒
も
、
こ
ち
ら
に
来
て
初
め
て
飲

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
焼
酎
に

浸
か
っ
て
い
る
マ
ム
シ
は
、
農
作
業

中
に
大
家
庄
の
田
ん
ぼ
で
捕
獲
さ
れ

た
モ
ノ
だ
と
聞
い
て
い
ま
す
。
独
特

の
匂
い
が
印
象
的
で
、
あ
ま
り
の
強

さ
に
足
元
が
覚
束
な
く
な
り
、
家
の

前
の
用
水
に
ハ
マ
り
ま
し
た
。
万
能

薬
と
し
て
も
有
用
と
い
う
こ
と
で
、

蜂
に
刺
さ
れ
て
腫
れ
た
手
に
塗
り
付

け
て
、
み
る
み
る
回
復
し
て
い
く
と

こ
ろ
も
目
撃
し
ま
し
た
。

　

最
近
は
、
秋
に
な
っ
て
豊
か
に

実
っ
た
イ
チ
ジ
ク
を
、
毎
日
頂
い
て

い
ま
す
。
こ
ち
ら
に
引
っ
越
し
て
く

る
以
前
は
、
イ
チ
ジ
ク
は
ジ
ャ
ム
に

な
っ
た
も
の
し
か
食
べ
た
こ
と
が
な

か
っ
た
の
で
、
収
穫
し
た
ば
か
り
の

果
実
を
食
べ
る
の
は
自
分
に
と
っ
て

珍
し
い
こ
と
で
し
た
。

　
以
前
は
食
べ
物
の
旬
の
時
期
を
感

じ
る
こ
と
も
稀
で
し
た
が
、
今
年
は

い
ろ
ん
な
所
で
季
節
を
実
感
す
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
も

周
り
の
方
々
に
教
え
て
も
ら
い
な
が

ら
、
自
分
で
も
何
か
を
採
取
し
た
り

加
工
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

【
10
月
31
日
】
平
成
28
年
度
よ
り
ス

タ
ー
ト
し
た
、
第
５
次
朝
日
町
総
合

計
画
お
よ
び
昨
年
10
月
に
策
定
し
た

町
総
合
戦
略
に
お
け
る
施
策
の
効
果

等
の
検
証
お
よ
び
見
直
し
に
係
る
提

言
等
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
、『
朝

日
町
総
合
計
画
・
総
合
戦
略
検
証
委

員
会
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
は
、
県
・
町
議
会
の
議
員
や

関
係
団
体
の
役
員
、
町
民
な
ど
の
13

名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
各
分
野
の

幅
広
い
視
点
か
ら
議
論
さ
れ
ま
す
。

　

第
１
回
の
委
員
会
で
は
、
１
６
２

の
成
果
指
標
に
つ
い
て
、
平
成
26
年

度
を
基
準
と
し
て
進
捗
状
況
が
報
告

さ
れ
、
改
善
が
必
要
な
項
目
や
、
町

の
強
み
を
活
か
し
た
事
業
、
こ
れ
か

ら
の
情
報
発
信
の
取
り
組
み
方
な
ど

に
つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

朝
日
町
総
合
計
画
・

総
合
戦
略
検
証
委
員
会
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町
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
翡
翠
が
広

く
知
れ
渡
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
朝
日
町
へ
の
注
目
が
高
ま

り
ま
す
！

医療の現場から

　整形外科には、毎日、体の
痛みでお困りの方が受診され
ます。その中でも特に多いの
は、腰と膝の痛みといわれて
います。痛みの原因はさまざま
ですが、腰も膝も年齢の影響
を受けやすい部位ですから、
高齢化の進んでいる日本では
以前に増して痛みにお困りの
患者さんが増えています。
　膝の痛みで最も多い病気は、
変形性膝関節症です。これは
膝の軟骨がすり減り、最終的
には骨が変形する病気ですが、
日本では約800万人の患者さん
がいるとされています。進行
すると、立ち上がりや歩行な
どの移動する力が低下して、
場合によっては寝たきりとなる
恐れがあるため、早期からの
適切な治療が必要です。
　変形性膝関節症の早期の治
療は、運動療法や装具療法、
鎮痛剤や関節注射などを組み
合わせて行います。この中で
最も重要と言われているのが
運動療法です。太ももの前の
筋肉（大

だい
腿
たい
四
し
頭
とう
筋
きん
：膝を伸ば

す筋肉）を中心に鍛える筋力
訓練や、膝のまわりを柔らかく
するストレッチなどを行うこと
で、痛みを和らげるほか、変
形性膝関節症の進行を予防す
る効果があります。詳しい方
法を知りたい方は、いつでも受
診してください。

変
へん
形
けい
性
せい
膝
ひざ
関
かん
節
せつ
症
しょう

　
９
月
24
日
、
金
沢
市
で
日
本
鉱
物

科
学
会
の
総
会
が
開
か
れ
、「
日
本

の
石
」
に
翡
翠
が
選
定
さ
れ
ま
し

た
。

　
「
国
産
で
美
し
く
、
広
く
知
ら
れ

て
い
る
」「
世
界
的
な
重
要
性
を
持

つ
」
こ
と
な
ど
を
条
件
に
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
も
募
っ
て
選
考
さ

れ
、
事
前
に
候
補
と
し
て
選
ば
れ
て

い
た
、
自
然
金
や
水
晶
な
ど
の
中
か

ら
、
見
事
に
翡
翠
が
栄
冠
に
輝
き
ま

し
た
。

《
本
の
紹
介
》

『�

最
後
の
秘
境
東
京
藝
大
』

二
宮
敦
人
・
著

　
才
能
勝
負
の
難
関
入
試
を
突
破
し

た
天
才
た
ち
は
、
や
は
り
只
者
で
は

な
か
っ
た
。
口
笛
で
合
格
し
た
世
界

チ
ャ
ン
プ
が
い
る
か
と
思
え
ば
、
ブ

ラ
ジ
ャ
ー
を
仮
面
に
、
ハ
ー
ト
の

ニ
ッ
プ
レ
ス
姿
で
究
極
の
美
を
追
求

す
る
者
あ
り
。
お
隣
の
上
野
動
物
園

か
ら
ペ
ン
ギ
ン
を
釣
り
上
げ
た
と
い

う
伝
説
の
猛
者
は
実
在
す
る
の
か
？

「
芸
術
家
の
卵
」
た
ち
の
楽
園
に
潜

入
し
た
前
人
未
到
の
探
検
記
。

●
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
会
の
お
知
ら
せ

日
時　
12
月
3
日（
土
）

　
　
　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

場
所　
図
書
館　
お
は
な
し
の
へ
や

読
み
手　

朝
日
町
読
み
聞
か
せ
グ

ル
ー
プ

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま

す
。

●
折
り
紙
教
室

　
12
月
10
日（
土
）

　
午
後
1
時
30
分
～
3
時

　
図
書
館
の
会
議
室
で
行
っ
て
い
ま

す
。
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け

ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。

朝
日
町
図
書
館

☎
��
︱
０
５
７
４

あ
な
た
の
本
箱

あ
さ
ひ
総
合
病
院
　
整
形
外
科

　
峯
　
隼
人 

医
師

（
富
山
大
学
附
属
病
院
）

【11月14日】サンリーナにて、中高
連携推進事業「教育講演会」が開催
されました。
　講演会に先立ち、朝日中学校の生
徒が『社会に学ぶ14歳の挑戦』の
活動報告を、泊高校の生徒が『ふるさとの水・土・人の関わり　〜扇状
地の恵みを得るために〜』をテーマに活動報告を行いました。
　特別講演では、お笑い芸人のゴルゴ松本氏が『出張！ゴルゴ塾　命の
授業』と題し、日本語の素晴らしさ、感謝の大切さについて、笑いの中
にも熱い思いを込めた言葉で講演されました。

教 育 講 演 会

ニュース
「
日
本
の
石
」に翡

翠▲翡翠の原石
　〔展示：なないろKAN〕
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12月の休日当番医 診療時間：午前９時〜午後５時
（正午から午後１時を除く）

日付（曜） 救急診療当番医 歯科在宅当番医（新川地区）

4日㈰

坂 東 病 院
（☎83-2299）

谷川歯科医院
（魚津市・☎0765-24-3540）

11日㈰ 小熊歯科医院
（魚津市・☎0765-24-6567）

18日㈰ みのう医科歯科クリニック
（魚津市・☎0765-22-0500）

23日㈷ 河内歯科医院
（魚津市・☎0765-23-1733）

25日㈰ みたむら歯科医院
（魚津市・☎0765-23-0477）

30日㈮ 夏目歯科医院
（魚津市・☎0765-22-1892）

31日㈯ 米田歯科医院
（魚津市・☎0765-23-0600）

12月 お知らせカレンダー

●子育て支援センターに集まれ！

●なかよし広場
ର৅ɹอҭॴೖॴલのೕ༮ࣇ
ɹɹɹ͓Αͼͦの͝Ո଒
●赤ちゃん広場
ࢯࢠɹਫҪխࢣ࢈ɹॿࢣߨ
ର৅ɹ̍ࡀະຬのೕࣇと
ɹɹɹͦの͝Ո଒͓Αͼ೛්࢈
ɹɹɹ˞όελΦϧࢀ࣋の͜と
●育児講座
࢜ɹϤΨྍ๏ࢣߨ
ɹɹɹࢁຊ͞とΈࢯ
ର৅ɹࢠ�ҭͯதのํ͓Αͼͦの͝Ո଒

また͸ҭࣇʹؔ৺のあΔํ
子育て支援センター
—ͻまΘΓ༮ࣇԂɹὸ�������
—͍ち͝อҭԂɹɹὸ�������

■教育相談
　受付時間�（月〜金曜日）
　８：30〜17：00
　教育センター�☎82-1000

■子育て相談
　受付時間�（月〜金曜日）
　８：30〜17：00
　保健センター�☎83-1920

■障がい者の生活相談
　受付時間�（随時）
　新川むつみ園�☎78-1140

■介護相談
　受付時間�（月〜金曜日）
　８：30〜17：00
　健康課内地域包括支援センター
　☎83-1100

12月 行　事　名 時　　間 場　　所
14 ㈬ ●赤ちゃん広場「ベビーマッサージ」 10：00〜11：30 支援ひまわり
15 ㈭ ●法律相談（予約制）※ 14：30〜17：00 五叉路クロスファイブ
16 ㈮
17 ㈯
18 ㈰ ●泊高校舞台芸術部演劇部門　特別公演会 15：00〜 あさひコミュニティホールアゼリア
19 ㈪ ●健康体操教室、健康相談 9：30〜11：30 保健センター
20 ㈫ ●４か月児健診 13：00〜13：30� 受付 保健センター

●家庭児童相談、母子・父子相談、
　心配ごと相談、行政相談、人権なやみごと相談 13：30〜16：00 五叉路クロスファイブ

21 ㈬ 年金相談 10：00〜15：00
（14：30まで� 受付） 朝日町役場

22 ㈭
23 ㈮
24 ㈯
25 ㈰
26 ㈪ ●健康体操教室、健康相談 9：30〜11：30 保健センター
27 ㈫ ●心配ごと相談 13：30〜16：00 五叉路クロスファイブ
28 ㈬
29 ㈭
30 ㈮
31 ㈯
１月 行　事　名 時　　間 場　　所

4 ㈬ ●新年賀詞交歓会 15：00〜 あさひコミュニティホールアゼリア
5 ㈭ ●３歳児健診 13：00〜13：20� 受付

保健センター
●４回目フッ素塗布 13：00〜13：15� 受付

10 ㈫ ●10〜11か月児健診 13：00〜13：30� 受付 保健センター
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29 土曜日は外来休診です。かかりつけ患者さんについては、
土、日、祝祭日を含め24時間受け付けます。❖あさひ総合病院　☎83-1160

●健康インフォメーション� 保健センター ☎83-3309　※印は母子手帳持参

●介護インフォメーション� 健康課地域ケア係　☎83-1100（内線171・172）

事業名 対象者
健康体操教室 希望される方

健康相談

・健康に関すること・健診結果
・子育てに関すること・栄養、離乳食
・心の健康（うつ病）に関すること
・予防接種　など
＊ご希望の方は、お気軽にご相談ください。
＊電話相談は随時受付します。

心の健康相談
問新川厚生センター
　（☎52-2647）

・精神的な悩みをもつ人およびその家族
・ ひきこもりやアルコール問題で悩む

人およびその家族
・ 認知症およびその疑いのある人とその家族
＊精神科医による診察は予約制です。
＊電話相談は随時受付します。

ひきこもり等家族相談会
（精神保健福祉士による）
問新川厚生センター
　（☎52-2647）

・ ひきこもりなどの問題で悩んでい
る家族

＊当事者の年齢は概ね10〜30歳代
＊初めての方は予約が必要です。

事業名 対象者
４か月児健診※ 平成28年８月生まれ
10〜11か月児健診※ 平成28年２月、３月生まれ
１歳６か月児健診※ 平成27年４月、５月生まれ
３歳児健診※ 平成25年６月、７月生まれ

歯
科
健
診

２回目フッ素塗布
※

平成26年10月、11月生まれで、通
知のあった方

３回目フッ素塗布
※

平成26年４月、５月生まれで、通知
のあった方

４回目フッ素塗布
※

平成25年10月、11月生まれで、通
知のあった方

もうすぐパパママ教室
※

妊婦さんとパパ（妊婦さんだけでの参加
も可能です。母子保健推進員がいますの
で上のお子さんもご一緒にどうぞ。参加
希望の方は事前にご連絡ください。）

行事名  対象者 概　　要

介護予防（まめなけ）カフェ 概ね65歳以上の方 介護予防に関するミニ講義、クリスマス会。ご自由にご参加ください。
講師：ケア・カフェ　フクロウ（福老）萱原 泉氏　※実費100円（茶菓代）

オレンジカフェほっとあいりす 認知症に関心のある方 「オカリナコンサート」　講師：ぽっぽの会　岩田睦子氏
申込不要ですので、気軽にご参加ください。　※実費100円（茶菓代）

※予約受付先　15日（木）法律相談：社会福祉協議会
●各種イベント・行事　●子育て（下記参照）　●健康（下記参照）　●相談（問社会福祉協議会 ☎83-0576）

12月 行　事　名 時　　間 場　　所
1 ㈭ ●１歳６か月児健診 13：00〜13：30� 受付

●２回目フッ素塗布 13：00〜13：15� 受付 保健センター
●３回目フッ素塗布 13：00〜13：30� 受付

2 ㈮ オレンジカフェほっとあいりす 13：30〜15：30 朝日町シルバー人材センター
●なかよし広場「クリスマス会」 10：00〜11：30 支援ひまわり・いちご

3 ㈯
4 ㈰
5 ㈪ ●健康体操教室、健康相談 9：30〜11：30 保健センター

●心の健康相談 15：00〜（要予約） 新川厚生センター
6 ㈫ ●心配ごと相談 13：30〜16：00 五叉路クロスファイブ
7 ㈬ ●ひきこもり等家族相談会 14：00〜15：30 新川厚生センター
8 ㈭ ●育児講座「ママ＆ベビーのヨガ」 10：00〜11：30 支援いちご
9 ㈮ ●生活自立就労相談 10：00〜11：30 五叉路クロスファイブ

介護予防（まめなけ）カフェ 9：30〜11：00 五叉路クロスファイブ

10 ㈯ ●もうすぐパパママ教室 10：00〜12：00
（9：45〜� 受付） 保健センター

11 ㈰ ●あさひシーサイドドッグラン 10：00〜13：00 朝日ヒスイ海岸オートキャンプ場横
12 ㈪ ●健康体操教室、健康相談 9：30〜11：30 保健センター
13 ㈫ ●裁判所出張手続案内（予約制）※ 13：30〜16：00 五叉路クロスファイブ
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情報 ☎83-3700
（休館日：毎週火曜日）

☎83-2000

☎82-0990
休館日は８日（木）

情報

10 月 届 出 分
おすこやかに
（出生日）

9/27 平田愛
あい
佳
か
（女） 聡 平柳2区

9/27 山本健
けん
斗
と
（男）浩　司 越（南保）

9/28 水島渚
な
琴
こ
（女）祥　平 宮　崎

10/5 東崎　葵
あおい
（男）倫　也 平柳1区

10/6 大森礼
れい
士
じ
（男）栄　輔 殿　町

10/8 柏　湊
みな
翔
と
（男）慶　太 平柳2区

10/8 廣川心
み
咲
さき
（女） 平 清水町

10/8 北山藍
あい
華
か
（女）幸　治 沼　保

10/10 大井由
ゆ
輝
き
（男）光　輔 横　道

10/10 大村果
か
帆
ほ
（女）和　誉 沼　保

10/21 佐渡桜
さくらこ
子（女）洋一朗 赤　川

10/24 宇田優
ゆうしゅん
駿（男）智　裕 平柳1区

水　島　慎　吾 辻岩崎
上　田　利　乃 草　野

渡　利　哲　朗 石川県
下　澤　奈　未 清水町

谷　口　翔　平 辻岩崎
尾　山　優　稀 黒部市

荒　川　栄　剛 末広町
髙　齊　春　菜 富山市

山　本　百合子（８５） 辻岩崎
由　井　ツ　ヤ（９４） 舟川新
梅　澤　　　登（５３） 清水町
草　野　すゑ子（９２） 若草町
米　丘　光　子（６９） 栄 町
寺　田　き　よ（１０２） 月 山
永　井　みね子（８４） 温泉町
深　松　シ　イ（９５） 笹 川
大　島　隆　司（８３） 桜 町
平　坂　隆　一（８９） 幸 町
黒　川　ハツヱ（７７） 桜 町
四　杉　博　子（６８） 平柳２区
目　附　ミツ子（８８） 山崎新
中　島　仙　治（８３） 沼 保
折　谷　信　子（８１） 笹 川
藤　田　笑　子（６２） 舟川新
藤　田　花　子（８９） 窪 田
近　藤　秋　雄（８０） 長 野

｛
｛
｛
｛

おしあわせに

ごめいふくを

12月
の営業

12月
の営業

12月の
お知らせ

12月の
お知らせ

あさひ・コミュニティホール

ホール情報

情報ひろば
☎83-2382γルόʔਓࡐηンタʔ

〈イベント情報〉
★エコクラフト展示販売開催中！
クリスマスリースや飾り、お正月リースまで沢山揃っています。
エコクラフトの素敵な飾りをお部屋の演出に加えてみては？　
12月22日（木）まで　２階大広間前にて

★岩盤温浴を利用して素敵な景品をGETしよう！
岩盤温浴利用者が景品くじに挑戦！
年末に抽選、新年に当選発表があります。是非、ご利用ください！
期間　12月16日（金）～31日（土）　

★らくち〜のカラオケ発表会
12月18日（日）　午後２時～　大広間にて

★12月18日（日）　泊高等学校舞台芸術部演劇部門　特別公演会　午後３時～

●シルバー人材センター会員募集中
　60歳以上の健康で働く意欲のある方、あなたの知識や技術、経験を社
会参加や自らの生きがいづくりのために活かしませんか。現在、公共施
設の清掃、厨房補助、草刈・草むしり、障子張替えの人材を募集してい
ます。詳しいことをお知りになりたい方は、
下記の説明会においでください。

★シルバー会員入会説明会
日時　12月９日（金）　午後１時30分～
場所　朝日町シルバー人材センター
※事前に電話でご連絡をお願いします。
　日程のご都合が悪い方は変更も可能です。

陶芸・ガラス工房作品
★干支『酉』好評販売中！
　来年は酉年！

年越し蕎麦もご用意！
★なないろ朝市　歳の市
12月28日（水）　午前８時30分～ 販売
年越しの準備はなないろ朝市で！

オレンジカフェ情報
♪覚えて楽しむ手品講座
　１月13日（金）
場所　シルバー人材センター
　　　ふれあいサロン
　　　「アイリス」
時間　午後１時30分～
　　　　　　３時30分

　夜明けに鳴き声を上げる鶏は暗い闇
を払い、光り輝く太陽を呼び出すパ
ワーがあるとされています。
　お気に入りを見つけにご来館くださ
いませ♪
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୭΋͕ɹসإͰɹؾݩʹ฻ΒͤΔɹまちͮ͘Γʢொࣾڠのجຊཧ೦ʣ社会福祉協議会だより

事務所　朝日町泊418（五叉路クロスファイブ２階）
　　　　☎83-0576　 83-1589
　　　　朝日町ボランティアセンター　☎83-1002
　　　　URL  http://asahiwel.com/

ʬҎԼのۀ຿΋͍ͯͬߦま͢ʭ
ɾே೔ொϘϥンςΟΞηンλー
ɾே೔ொળҙۜߦ
ɾே೔ொڞಉืۚҕһձ
ɾ೔ຊ੺ेࣾࣈே೔ொ෼۠
ɾே೔ொຽੜҕһࣇಐҕһٞڠձ

ே೔ொࣾձ෱ٞڠࢱձ͸ɺΈな͞Μとと΋ʹ஍Ҭの෱্޲ࢱΛ
໨͢ࢦຽؒࣾձ෱ஂࢱମͰ͢ɻ

第７回朝日町
ボランティアフェスティバル

冬期 入浴送迎サービス のご案内

いきいきサロンの
ご案内

朝日町赤十字奉仕団
町外研修会

　冬の期間、下記の条件に該当する高齢者世帯の方を老人福祉セン
ター（大屋）まで送迎するサービスを実施します。

　①経済的に困窮されており家族の援助が困難な方
　②自宅にお風呂がない方（壊れて使っていないなど）
　③自分で入浴ができる方（介助の必要がない方）
　④自動車の運転ができない方

೔ఔࢪ࣮●
ɹฏ੒��೥݄̍��ɾ��ɾ��ɾ��೔
ɹฏ੒��೥݄̎�̓ɾ��ɾ��ɾ��೔ɹɹ݄̏̓ɾ��೔
ɹˎ͍ͣΕ΋Ր༵೔ɹ࣌̍ޙޕ��෼ʙ̏࣌��෼
●ར༻ྉɹɹແɹྉ
●申し込み締切　　平成28年12月16日（金）
●໰͍߹Θͤɾਃ͠ࠐΈɹɹே೔ொࣾձ෱ٞڠࢱձɹὸ�������

※生活状況を調査確認後、後日決定のご案内をいたします。
　日程や時間が変更になる場合がありますことをご了承ください。

●�ே೔ொڞಉืۚҕһձɾ೔ຊ੺ेࣾࣈே೔ொ෼۠Ͱ͸ɺ
ɹ۽ຊ஍਒ٛԉۚΛҾ͖ଓ͖ड͚෇͚͍ͯま͢ɻ

　10月15日、アゼリアホールにて第７回朝日町ボランティアフェス
ティバルが開催されました。この日は、ボランティア団体によるス
テージ発表やブース運営等が行われ、大勢の方がボランティア活動
に触れる一日となりました。

　11月16日、朝日町赤十字奉
仕団の町外研修会が実施され、
21名の団員が参加されました。
　当日は、日本赤十字社富山県
支部の災害救援物資備蓄倉庫
や、血液センターを見学し、日
本赤十字社の事業に理解を深め
る良い機会となりました。
　また、日本赤十字社富山県支
部が主催する健康生活支援講習
にも参加し、普段のボランティ
ア活動にも活かせるハンドマッ
サージを学びました。

ご報告

ドリームの会による「バルーンアート教室」 ぽっぽの会による活動発表（オカリナ演奏）

⿟಺ɹ༰　「干支の手芸づくり」
⿟೔ɹ࣌
　12月13日（火）
　午前９時30分～11時30分
⿟ձɹ৔
　五叉路クロスファイブ２階
⿟ࢀՃඅ　500円
⿟ఆɹһ　20名
⿟࣋ち෺　布が切れるハサミ
⿟ਃ͠ࠐΈ
　朝日町社会福祉協議会
　☎83-0576
※締切　12月９日（金）

ご 報 告
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▼
早
い
も
の
で
、
今
年
も
残
す
と
こ

ろ
あ
と
ひ
と
月
と
な
り
ま
し
た
。
師

走
の
忙
し
い
こ
の
時
期
、
皆
さ
ん
は

い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
▼
広

報
担
当
と
な
っ
て
か
ら
は
、
毎
月
の

締
切
に
追
わ
れ
る
慌
た
だ
し
い
日
々

を
送
っ
て
い
ま
す
が
、
一
息
つ
き
、

身
も
心
も
整
え
て
新
年
を
迎
え
た
い

と
思
い
ま
す
▼
新
年
と
言
え
ば
、
朝

日
町
観
光
協
会
（
☎
83
︱
２
７
８
０
）

よ
り
オ
リ
ジ
ナ
ル
年
賀
状
が
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。
清
々
し
い
初
春
の
ス

タ
ー
ト
に
ぴ
っ
た
り
な
「
春
の
四
重

奏
」
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。	

Ｍ

広
報
の
ひ
と
り
ご
と

［町の人口］平成28年11月１日現在

　人　口� 12,548人�（－16）
　　男� 5,866人�（－��1）
　　女� 6,682人�（－�15）
　世帯数� 4,880� （－��1）
　　　　　　　　（　）は前月比

世帯

●お問い合わせ　�朝日町役場企画振興課　〒939-0793�朝日町道下1133　☎83-1100　 83-1109
●ホームページ　http://www.town.asahi.toyama.jp/

■�

話
が
あ
っ
た
と
き

吉
井　
選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

引
き
下
げ
と
な
り
、
自
分
も
選
挙
に

関
係
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
立
会
人
の
話
を
聞
い
た
と
き

は
、「
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
」
と
思

い
、
特
に
迷
う
こ
と
な
く
引
き
受
け

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

長
井　
依
頼
が
あ
っ
た
と
き
、
初
め

は
、「
ど
ち
ら
で
も
い
い
か
な
」
と

い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
が
、
自
分

が
18
歳
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
選
挙

で
あ
り
、
周
囲
か
ら
「
や
っ
て
み
な

い
か
？
」
と
い
う
声
も
か
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
引
き
受
け
よ
う
と
思
い
ま

し
た
。

■�

実
際
に
立
ち
会
っ
て
み
て

吉
井　
朝
７
時
か
ら
夜
８
時
ま
で
の

13
時
間
は
、
長
い
時
間
に
な
る
か
な

と
思
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
立
会
っ

て
み
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
人
が
次
々

と
投
票
に
訪
れ
る
の
で
、
思
っ
て
い

た
よ
り
も
時
間
の
経
過
が
早
く
感
じ

ま
し
た
。

長
井　
入
場
し
て
か
ら
記
載
、
投
票

ま
で
が
想
像
し
て
い
た
よ
り
も
簡
単

な
流
れ
な
の
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
テ
レ
ビ
な
ど
で
目

に
し
て
い
た
投
票
所
は
、
照
明
が
少

な
く
、「
暗
い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
際
は
夜
に

な
っ
て
も
と
て
も
明
る
く
、
投
票
所

が
暗
い
と
い
う
先
入
観
は
、
思
い
違

い
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き

ま
し
た
。

■�

選
挙
を
通
し
て
思
っ
た
こ
と
は

吉
井　
選
挙
に
つ
い
て
、
学
校
で
話

を
す
る
機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

の
で
、
若
い
世
代
が
も
っ
と
選
挙
に

興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と

思
い
ま
し
た
。
貴
重
な
一
票
が
反
映

さ
れ
な
い
の
は
、
と
て
も
も
っ
た
い

な
い
こ
と
な
の
で
、
自
分
の
持
つ
投

票
権
は
き
ち
ん
と
行
使
す
る
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

長
井　
投
票
に
来
ら
れ
る
の
は
、
高

齢
者
の
方
の
割
合
が
多
い
な
と
感
じ

ま
し
た
。
今
後
、
選
挙
に
よ
っ
て
選

ば
れ
る
代
表
者
は
、
若
い
世
代
の
生

活
に
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
の

で
、
や
は
り
私
た
ち
が
ち
ゃ
ん
と
投

票
所
に
足
を
運
び
、
ひ
と
り
ひ
と
り

の
一
票
で
し
っ
か
り
と
選
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し

た
。

私たちの思いを

吉井 優平さん
（月山）

長井 志保さん
（桜町）

あさひびとあさひびとあさひびと

　10月23日、選挙権年齢が「18歳以上」
に引き下げられてから２回目の選挙とな
る、富山県知事選挙の投票が行われまし
た。今回のあさひびとでは、五箇庄地区の
投票所において、投票立会人を務めた高校
生２人にインタビューしました。

観光協会にて
絶賛販売中！


